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巻頭言

大学における教育研究：発見・統合・応用・教育

大学における教育は高等教育と呼ばれ、その使命は、初等・中等教育を受けた者が自ら

選んだ学問の学びを通して、人間としての教養を身につけることでしょう。中部大学の前

身である中部工業大学の時に、教育に関する実践記録、調査報告、統計を扱う『教育資料』

第１号として刊行しました（1979年４月）。そして2000年４月に発足した大学教育研究セン

ターのもとで、『教育資料』は第23号まで発行されました。その精神を受け継ぎ、教育に関

する研究論稿、海外便り、研究ノートを加えて、2001年に『中部大学教育研究』が創刊さ

れました。

2019年４月には、学長直属の「大学企画室」を立ち上げました。そこに教育、研究、運

営に関する情報を通して戦略計画策定をする「大学ＩＲ推進部」、学生・教員・職員の資質

向上に資する企画をする「高等教育推進部」、自己点検・評価活動、全学的な評価システム

を構築する「大学評価推進部」の３つの推進部を置きました。今回の『中部大学教育研究』

第19号は、大学教育研究センターを受け継いだ高等教育推進部によっての刊行となりまし

た。

大学における教育研究の在り方を考えてみます。紀元前５世紀の奇跡といわれるように、

中国で孔子、インドで釈迦、ギリシャでソクラテスというように地球上で同時に賢人が現

れ、教育についても後世に影響を及ぼすことになります。中国古典の四書の一つ『大学』

の中で「大学之道 在明明徳」とあり、大学の道、つまり大学で学ぶべきこと、大いなる

学問の道は、生まれながらの天から授かった徳を明らかにすることだというのです。一方、

西洋で生まれたEducation,Universityの語源をみると、ラテン語でE+DUCATUS（導き

出す）、UNI+VERSUS（変わり行くものを一つにする，全体を一つにする）という意味が

込められています。こうした歴史的な意味あいも考慮して私は次のように考えています。

高等教育機関における教育の本質と目的は、個人の天与の力を引き出すことであり、移り

変わる世の中に対応できるように、各人が学習を生涯にわたって継続できるようにするこ

とだと思うのです。そして大学人の在り方としては、アーネスト・ボイヤーの言葉を借り

れば、研究という学びを通しての新しい知見の発見（discovery）、学問領域を統合

（integration） することができる総合的な教養、 学問を社会に結びつける応用

（application）力、そして自分の専門の内容を伝える教育（teaching）力が求められるこ

とになると思います。

『中部大学教育研究』は、今後の高等教育のあり方を考える、議論の場としてこれからも

重要な役割を担っていきたいと思うところです。

2019年12月

中部大学 学長

石 原 修
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実践研究・実践報告



1 はじめに

2011（平成23）年度の全学共通教育のカリキュラム

改定以来、全学英語教育科（現人間力創成総合教育セ

ンター・語学教育プログラム）では全学共通教育科目

のスキル教育科目として「英語スキルI／II」１）を実施

し、その成果や課題について検討すると同時に、その

成果を本誌や学会等で発表してきた（大門他,2010;

2011;2012;2014;2015;2016;2017、和田他,2013a;

2013b、Imamuraetal.,2019、Wadaetal.,2014）。

2017（平成29）年度には共通テスト（到達度確認テス

ト）の改定を行い、翌2018（平成30）年度からは改訂

版を用いて授業を行っている。

本稿では、2017（平成29）年度以前の数値を参考に

しつつ、次の三つの点から、改訂版について検討を行

いたい：（i）共通テストの結果の分析；（ii）フレッシュ

マンテストと実力テストの結果に見られる学力の変化；

（iii）共通テストの結果とフレッシュマンテストおよ

び実力テストの結果との相関。

2 授業の概略と到達度確認テストの改定

入学時に行われるフレッシュマンテストの成績によっ

て、受講生は上級、中級、初級の３つのレベルに分け

られる。教科書および教材は全学英語教育科（現語学

教育プログラム）の教育方針に沿ったものである。

2011（平成23）年度と2012（平成24）年度には既存の

教科書を、2013（平成25）年度からは独自に作成した

教科書を使用している。

春学期と秋学期の最後に、授業内容の定着を確認す

るための到達度確認テストを実施している。2017（平

成29）年度までは、その内容は、（i）英語を日本語に

訳す語彙問題、（ii）日本語を英語に訳す語彙問題、

（iii）文法に関する問題、（iv）読解方略に関する問題

であったが、2017（平成29）年度に改定を行い、問題

を（i）読解方略に関する問題と（ii）文法に関する問

題に限定した。また、語彙に関する問題は到達度確認

テストとは独立させ、秋学期に語彙テストとして実施

することとした。2017（平成29）年度までは上級クラ

スのみ難易度の高い問題を出していたが、2018（平成

30）年度からはレベルに関わらず同一の問題を出すこ

とにした。問題の内容についても改定を加え、読解方

略および文法については活用する力に焦点を当てた形

式に変更した。語彙問題については、英語を日本語に

あるいは日本語を英語に変換する形式を改め、文中の

空所に入る適切な語を選択肢の中から選ぶ形式に変更

した。

秋学期には授業内容とは独立した実力テストを実施

し、フレッシュマンテストの成績と比較することで、

英語力の変化の確認を行っている。

以下、３節では、到達度確認テストの結果について、

４節では、語彙テストの結果について報告する。５節

では、フレッシュマンテストと実力テストの結果およ

び共通テスト（到達度確認テストおよび語彙テスト）
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2018年度の全学英語教育に関する報告

大門 正幸＊１・今村 洋美＊１・西村 智＊１・野田 恵剛＊１・和田 珠実＊２

要 旨

全学英語教育科（現人間力創成総合教育センター・語学教育プログラム）では、2011（平成23）年度から

2017（平成29）年度の７年間にわたって、当初策定した基本方針に従った教育を実践すると同時に、共通テ

ストの実施を通して内容・成果の検証を行い、その結果を本誌で公表してきた。そして2018（平成30）年度

からは、検証結果を踏まえ改訂版の共通テスト（到達度確認テストおよび語彙テスト）を実施することになっ

た。本稿では、共通テストの結果の検討、フレッシュマンテストと実力テストの結果の比較を通して見た学

力の変化、共通テストの結果とフレッシュマンテストおよび実力テストの結果との相関に焦点を当てながら、

今回の改定について検討したい。

キーワード

英語教育、新版到達度確認テスト、フレッシュマンテスト、実力テスト

＊1人間力創成総合教育センター 語学教育プログラム 教授

＊2人間力創成総合教育センター 語学教育プログラム 准教授



の結果との相関について報告する。６節では、単位の

修得に至らなかった受講生について報告を行う。

3 新版到達度確認テストの結果

3.1 春学期

レベル毎の到達度確認テストの結果を表１から表３

に示す。有効数は初級が221、中級が1663、上級が233

であった。表の一行目における「春方略新」「春文法

新」は新版の到達度確認テストにおける「読解方略問

題」および「文法問題」を指す。比較のために大門他

（2018）で報告した2013（平成25）年度から2017（平成

29）年度までの旧版における平均値を「春方略旧」

「春文法旧」の欄に記した。数値は全て100点満点に換

算してある。

なお、分析に用いたのは、SPSS Statistics24

（MacOSX版）である。

新版においては、（i）「零点」の受験者がいなくなっ

たこと（初級、中級）、（ii）得点のばらつきが減った

こと（標準偏差の値の減少）、（iii）読解方略に関する

問題と文法に関する問題の平均点が近接するようになっ

たこと（特に初級）を改善点として見ることができる。

3.2 秋学期

次に秋学期の到達度確認テストの結果を表４から表

６に示す。有効数は初級が176、中級が1629、上級が

232であった。比較のために、春学期同様、表には旧

版に関する数値も含めた。数値は全て100点満点に換

算したものである。

春学期よりも全体的に得点が低めなのは、秋学期の

問題には春学期の既習内容も含まれるため難易度が上

がるからだと考えられる。この傾向は新制度導入時

（2011（平成23）年度）からずっと続いている。

旧版における数値と比較した時、春学期に見られた

三つの特徴のうちの二つ目と三つ目については秋学期

においても観察された：（ii）得点のばらつきが減っ

た（標準偏差の値の減少）；（iii）読解方略に関する問

題と文法に関する問題の平均点が近接するようになっ

たこと（特に初級）。

新版の到達度確認テストは旧版と比べて応用力を必

要とする問題であるため、受講生間のばらつきはより

中部大学教育研究 No.19（2019）
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表１ 春学期の到達度確認テストの結果（初級）

表２ 春学期の到達度確認テストの結果（中級）

表３ 春学期の到達度確認テストの結果（上級）

表４ 秋学期の到達度確認テストの結果（初級）

表５ 秋学期の到達度確認テストの結果（中級）

表６ 秋学期の到達度確認テストの結果（上級）



大きくなり、特に実力の十分ではない受講生にとって

は厳しい結果になるのではないかとの懸念もあったが、

春学期と秋学期のいずれにおいてもその懸念は杞憂で

あったと言えるであろう。

4 語彙テストの結果

前述のように、2017（平成29）年度までは到達度確

認テスト内で実施していた語彙に関する問題は、秋学

期に独立の語彙テストとして実施する形式に変更した。

語彙テストに関する数値を表７から表９に示す。新版

における有効数は初級219、中級1657、上級230であっ

た。2017（平成29）年度までの到達度確認テストにお

ける語彙に関する問題は「英語を日本語に訳す問題」

と「日本語を英語に訳す問題」であったので、それら

に関する秋学期の平均値を大門他（2018）より引用し、

比較対象として示す。各表における「語彙新」「秋英

日旧」「秋日英旧」はそれぞれ「新版の語彙テスト」

「秋学期に実施した旧版の到達度確認テストにおける

英語を日本語に訳す問題」「秋学期に実施した旧版の

到達度確認テストにおける日本語を英語に訳す問題」

を指す。また、表９における「秋英日上旧」は「旧版

の到達度確認テストにおいて上級クラスのみに実施し

ていた、英語を日本語に訳す問題」のことである。

いずれのレベルにおいても、標準偏差の数値が小さ

くなった点や、初級以外で最小値が上昇している点は

改善点であると言えるであろう。

5 フレッシュマンテスト・実力テストの結果

および、到達度確認テスト・語彙テストの

結果との相関

新入生は入学時に全員フレッシュマンテストを受け

るが、一年次の秋学期、11月末か12月初旬に、二年次

のクラス分けの参考資料として、また、入学時からの

英語力の変化を測るために、実力テストを受けること

になっている２）。このテストは、フレッシュマンテス

トと比較可能な内容であるため、両テストの得点は、

受講生の実力の伸長を知る参考資料として用いること

が可能である。2018（平成30）年度の両テストの結果

のヒストグラムを図１と図２に、2011（平成23）年か

ら2017（平成29）年までの両テストの平均点の推移を

表10に示す。

2018年度の全学英語教育に関する報告
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表９ 語彙テストの結果（上級）

表８ 語彙テストの結果（中級）

表７ 語彙テストの結果（初級）

図１ フレッシュマンテストの結果

図２ 実力テストの結果

人
数

人
数



図１、図２に示すように、フレッシュマンテストお

よび実力テストの平均点はそれぞれ56.8点と59.5点で

あり、その差は2.7点と2011（平成23）年度以降で最

大である。両テストの結果の差についてwilcoxonの

符号付き順位和検定を用いて分析したところ、.05の

水準で優位であった（ただし効果量は少）。これまで

両テストの比較で優位な差が得られたことはなかった

ので、喜ばしい結果と言えるであろう。

次に、到達度確認テストおよび語彙テストの結果が、

フレッシュマンテストおよび実力テストの結果とどれ

だけ相関しているのかを、Spearmanの順位相関係数

で見てみよう。

いずれの問題の結果もフレッシュマンテストおよび

実力テストの結果と高い相関があることを示している

が、特筆すべきは、これまでの到達度確認テストの読

解方略や文法問題の結果と比べ、より高い相関が見ら

れている点である。参考までに大門他（2018）より

2016（平成28）年度の関連する数字を表12に示す。

春の読解方略に関する問題については、2016（平成

28）年度が.415および.390であるのに対し、2018（平

成30）年度は.532と.561である。文法に関する問題に

ついては、2016（平成28）年度が.454および.438であ

るのに対して、2018（平成30）年度は.556と.612であ

る。秋の読解方略に関する問題については、2016（平

成28）年度が.503および.487であるのに対し、2018

（平成30）年度は.650と.700である。文法に関する問

題については、2016（平成28）年度が.553および.543

であるのに対して、2018（平成30）年度は.654と.706

である。語彙テストについては、2016（平成28）年度

は「英日」（英語を日本語に訳す問題）、「日英」（日本

語を英語に訳す問題） のいずれにおいても.4台

（.414～.473）であるのに対し、2018（平成30）年度は

いずれも.5台（.528と.572）である。したがって、2018

（平成30）年度版のテストの方がより実際の学力を反

映したものになっていると言うことができるであろう。

6 単位が修得できない理由

最後に、履修登録をしたにも関わらず単位の修得に

至らなかった受講生について分析しておきたい。

毎授業の学習の積み重ねを重視する「英語スキルI

／II」では、欠席が３回を超えた場合、つまり４回以

上欠席した場合、特別な理由のない限り不可と判断す

ることになっている。つまり15回の授業のうち最低で

も12回（80％）の出席が要求される。表13に示すよう

に、成績と出席率にははっきりした関係があり、春学

期と秋学期のいずれにおいても単位を修得できなかっ

た学生の出席率は極めて低い。

中部大学教育研究 No.19（2019）
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表10 フレッシュマンテストおよび実力テストの

結果の平均点推移（2011年度～2017年度）

表11 フレッシュマンテスト／実力テストと

到達度確認テストとの相関

表12 フレッシュマンテスト／実力テストと到達度

確認テストとの相関（2016年度）



単位未修得者（E評価）について言えば、春学期は

61名（46.6％）、秋学期は77名（49.4％）が規定の出

席率を満たしておらず、そのため自動的に不可になっ

たと考えられる。

この傾向は再履修者ではより顕著であり、表14に示

すように、単位を落とした再履修生の出席率の平均は

４割に満たない。規定の出席率を満たさず自動的に不

可になったと考えられる受講生の数は、春学期34名

（79.1％）、秋学期54名（91.5％）である。

授業に魅力を感じず出席率が低くなった可能性は否

定できないが、履修登録後１度も出席していない受講

生もいる。その数は、通常の履修生では春学期、秋学

期それぞれ２名（N＝2,363,0.1％）と７名（N＝2,309,

0.3％）、再履修生では春学期、秋学期それぞれ10名

（N＝161,6.2％）および19名（N＝241,7.9％）であ

る。

単位を修得できない受講生の出席率の低さは新制度

導入以前からずっと続いている問題であるが、改定版

の到達度確認テストおよび語彙テストの実施を始めた

2018（平成30）年度も同じ傾向が見られた。この問題

については、やはり、オリエンテーションや指導教授

制を利用したきめ細かい対応など、抜本的な対策が必

要であろう。

結語

以上、本稿では2018（平成30）年度から実施を開始

した改訂版の共通テスト（到達度確認テストおよび語

彙テスト）を中心に2018（平成30）年度の全学向け英

語教育に関する報告を行った。2017（平成29）年度ま

での数値と比較しながら検討した結果、共通テストの

改定は概ね改良につながっていることが確認された。

一方、単位の修得に至らなかった受講生についても

検討したところ、これまで同様、出席率が大きな問題

であり、抜本的な対策が必要であることが明らかにさ

れた。

今後もデータ収集、分析、検討を重ねて、より良い

教育体制の構築を目指していきたい。
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注

１）「英語スキルI／II」は旧カリキュラムの「フレッ

シュマン英語A／B」に対応している。

２）「実力テスト」は、2012（平成24）年度までは

「プレースメントテスト」と呼ばれていた。
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1 はじめに

語学授業には、教材が選ばれる。それがコースブッ

ク（総合教材）であろうと、教師による教材コレクショ

ンであろうと、プロジェクト課題のテーマであろうと、

英語授業には何らかの教材が用意される。活気のある

授業について考える時、山岸（2010）は、「授業は教

師が一方的に話をし、指示するだけでは成立しない。」

と述べている。では、活気あふれた学習空間が生まれ、

学習者が意欲的に授業に取り組み、英語力を定着させ

るためには、教師はどのように授業づくりに取り組め

ばよいのだろうか。英語力のうちreceptiveな力（受

容・理解する力）はもちろんのこと、productiveな力

（産出・発信する力）を身につけることが求められて

いる。しかしながら大学においての一般的な英語授業

のクラスサイズは40人以上など、productiveな力を存

分につけるに適した人数ではないことが多い。また英

語力に応じた適切なクラス分けも困難な場合が多い。

そのような状況で、どこから何を目標にproductiveな

力を形成できるのかは、英語教師を常に悩ませている

課題である。限られた時間とはいえ、授業で対面する

90分が、何かを揺さぶる機会とするためには、教師は

何をすれば良いのだろうか。本稿では、教材選定とそ

の適用、さらにはproductiveな力をの形成を目指した

アクティビティ実践に注目する。

2 教材選定と教材適用

2．1 教材選定

カリキュラムのゴール、各学期、各学年の目標そし

て費用等を考慮に入れて教材は選定される。どのよう

に優れた教材であっても、どの状況のいずれの学生に

も完璧にフィットするような教材は存在し難く、教師

ができるのは最大限有効活用し得る教材を選定するこ

とであろう。

学習する学生の特性、英語レベル、英語学習経験や

背景によって、学習者集団には一種のシナジーが生ま

れるが、そのシナジーも全クラスが一定なわけではな

い。一学年を取り出しても、毎週の授業の積み重ねに

よりシナジーは変化していくし、学年が異なれば一層

シナジーは異なって当然である。新しい年度の準備段

階であれば学習者集団がどのようであるかをあらかじ

め予測しておくことも不可能なため、教師はある程度

集団の個性を推定し、英語レベルも推定して教材を選

ぶことになる。その場合最も重要なのは、教材の柔軟

性であろう。教材が柔軟であるとは、いかようにも補

正をかけたりすることができることである。著者が携

わってきたロボット理工（ER）学科の場合は、１年
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次から２年次までの学習の流れと習得の優先度を軸と

して教材を選定している。

本カリキュラムでは「英語でコミュニケーションす

る」ための力の形成を目標としている。そこでは何が

重要で何を優先すべきか、何を継続すべきかを検討し、

１年次の英語達成目標を次の５点を緩やかに開始する

こととしている。

（１）心理的バリアの軽減：英語への抵抗感や嫌悪感

の緩和と英語学習への再挑戦

（２）未開発能力の育成：リスニングの基礎力育成と

コミュニケーション能力素地の育成

（３）学習基盤の形成：擬似初心者レベルからの脱出

（４）自己調整能力の育成：いかなる領域での学習に

も通じる主体的な学習能力の形成

（５）異文化受容力・適応力の育成：異文化間コミュ

ニケーションに必要とされる人間力の形成

２年次の達成目標には、上記の継続に次の２点を加

えている。

（６）言語観の育成：科目としての語学を越え、自己

実現力の一助となる自身の母語や英語を含む外

国語に対して視野を広げる。

（７）自律的学習者の育成：授業外、単位取得後にお

いて必要な語学力を習得しようとする意欲を育

てる。

１－２年次はコミュニケーションのための素地づく

りの期間であり、特に否定感や挫折感からの立ち直り

や英語を主体的に身につけ使おうとする動機づけの重

要な時間だといえる。１年次にこそ英語に対する嫌悪

感や抵抗感を緩和させ、英語学習に対して希望を持ち

直すような授業工夫が必要である。１年次に培う語彙

力や文法力、英語を受け止めようとする姿勢、英語を

自分も使ってみようとする力の形成はそれに続く学年

での英語カリキュラムの基盤となる。開始した2014年

度から今年度まで、１年次には『WorldLink』

（Third Edition,CengageLearning:LevelIntro

またはLevel1）を、２年次には、『WorldEnglish』

（SecondEdition,CengageLearning：LevelIntro/

Level1またはLevel2）を用いており、選定理由は次

の通りである。

（１）テキストレベルごとに語彙レベル（使用頻度順）、

語彙数がコントロールされ、テキストを通して

語彙がリサイクルされている

（２）テキストレベルごとに文法ターゲットがコント

ロールされており、後続の学習に文法力の積み

重ねの機会が用意されている

（３）語彙・文法を実際に応用したコミュニケーショ

ンアクティビティを構成しやすい素材が用意さ

れている

語彙学習・文法学習に用いられている例文、リスニ

ング・スピーキング・リーディング・ライティングの

場面設定やトピック・内容をきっかけに、異文化への

関心を高めることができる要素も備わっている。

2.2 教材適用の必要性

目の前の学習者の状況に応じて、教師は授業計画を

練るが、コースブックをページ順にめくっていっても

授業が活性化しない場合、教師はコースブック以外の

素材を取り入れることがある。D・rnyei（2011）は、

学習のやる気をそぐ最大の要因の１つとして、「学習

当事者と全く関係・関連性がないこと」をあげ、学習

の動機づけにおいて「学習のしがいがあるか否か」は重

要な要素であると述べている。また、授業の活性化にお

いてTomlinson（2010）は、学習を盛り上げようと教

師が選択する教材が、単に‘cosmeticentertainment’

（表面的な娯楽）であってはならないと指摘している。

何らかの教材を補充する場合、それが一過性の「お楽

しみ」で終わってしまわないよう教師は注意しなけれ

ばならない。Tomlinson（2010）は、教材適用を次の

ように分類している。

ａ．omission（除外）

ｂ．addition（追加）

ｃ．reduction（縮小）

ｄ．extension（拡張）

ｅ．rewriting/modification（修正）

ｆ．replacement（代替）

ｇ．reordering（順序変更）

ｈ．branching（発展・応用）

語学の現場における状況と教材の間に、何らかのず

れが生じた場合、教師は教材の適用化を図ろうとする。

それゆえ教師は上記のような適用を必要に応じて行う

ことになっているが、その理由には次のようなことが

考えられる。教材をそのまま利用した場合、

ａ．その時点での学生の英語力に適さない

ｂ．その時点での学生の知的好奇心・関心に適さない

ｃ．習熟させたい順序に適さない

ｄ．その前後の授業内容の流れに適さない

McDounough他（2013）は、図１のように適用化

の要素を表している。教師はまず目の前の学生と教材

を照合し、学習・教育目的に合わせて判断をし、どの

ような方法（追加、除外、修正、簡素化、順序変更等）

を取るべきかを選び、内容的な焦点を何に当てるべき

か（言語運用練習、テキスト教材、スキル、学級運営

等）を検討していくことを示している。

中部大学教育研究 No.19（2019）
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2．3 教材適用の例

実際に教材を最大限に活用しようとした著者の実践

例を振り返ってみる。まず、著者は授業計画・実践記

録シートをクラウド上のスプレッドシートを活用して

作成し、同科目を担当する教師間での情報交換計画・

記録の共有をしている。授業記録には、①日時、②教

室環境、③教材、④セクション、⑤ページ、⑥アクティ

ビティ内容、⑦アクティビティの目的、⑧アクティビ

ティの学習ターゲット、⑨アクティビティ実践形態

（全体・個別・ペア・グループ）、⑩習得を目的とする

スキル、⑪教材の適用化有無と適用の種類、⑫使用ツー

ル、⑬配布物の有無、⑭提出物の有無、⑮オンライン

課題の有無等、多岐にわたる情報を毎授業残している。

この授業記録を元に一部を振り返った結果、次のよ

うなことが明らかになった。２年次の授業「英語コミュ

ニケーション」の４クラスのうちＡ、Ｂクラスは

WorldEnglish（Cengage）Level1を使用している。

この２クラスの2019年度春学期第９週から15週までの

授業記録を振り返り、どのような教材適用を図ったか

を分類してみた。２年次の「英語コミュニケーション」

は、小栗とアレンが１クラスを45分ずつ担当し、授業

時間の半ばでＡ、Ｂクラスの学生が隣り合わせた教室

を移動するしくみである。これにより週一回の授業の

中でＡ、Ｂクラスの学生は、英語母語話者（native-

English-speakingteacher:NEST）のアレンと、英語

非母語話者（non-native-English-speakingteacher:

NNEST）の小栗との両方から、それぞれインプット

とアウトプットに焦点を当てた授業を受けることがで

きる体制になっている。

2019年度春学期に小栗・アレンが行った授業実践に

おいて、教材WorldEnglish1、Unit4の適用化を

分析してみた。適用化の目的は図２が示すように、①

練習（主に口頭によるもの）22件、②復習・強化19件、

③異文化理解８件、④応用、⑤次のアクティビティの

用意２件となっていた。

どのスキルの習得を目的として教材適用化を行った

かをみると、図３が示すように①語彙22件、②文法18

件、③リーディング15件、④リスニング13件、⑤発音

12件、⑥辞書活用10件、⑦コミュニケーション、ディ

クテーション、スペリングはともに６件、⑧クリティ

カルシンキング３件となっていた。

教材適用の種類に焦点を当ててみると、図４が示す

ように①順序変更33件、②除外32件、③オンライン学

習18件、④学習目的変更12件、⑤反転授業6件、⑥発

展４件、⑦代替３件、⑧追加２件となっており、教材

外国語としての英語力定着に向けた教材の適用化とインストラクショナルデザイン
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をテキストのまま使用したのは２件であった。

著者の取り組みは、前述のTomlinson（2010）によ

るリストにある８種類の教材適用化と類似している。

図４にある「オンライン化」は、導入しているWeb

教材作成・LMSプラットフォーム「Glexa」に課題を

置くことを示している。この例は１テキストの中の

1Unitの実践例であるが、こうした適用化がテキス

ト全般を通して行われている。

3 教材適用化されたアクティビティ実践例

学習状況に応じて、テキスト内のアクティビティの

順序を入れ替えることは授業計画時に生じる場合もあ

れば、その日のクラスメンバーの状態によって実践時

に発生することもある。いずれにしても順序を入れ替

えることにより、より効果的に習得させることを目的

として行われる。「除外」は、単に「つまらないから

やめる」というような理由で行うものではない。他の

アクティビティに統合してしまうことでそのアクティ

ビティ自体を行う必要はなくなったり、そのアクティ

ビティを実践するに足る習熟度がまだ満たなかったり

という理由から、そのアクティビティを行う時間を省

き、他のアクティビティの時間に充てるという適用例

である。では、その他の教材適用化によりアクティビ

ティはどのようなものになっているのか、スキル別に

分類しながら実践例を次にあげてみる。

3．1 発音

ａ．目的：英語の音構成に慣れ、母語にない音の発音

に慣れていくことで、英語で発話する自信に結びつ

く土台を形成する。それとともに、英語を聴く力を

向上させる。

ｂ．教材例：語彙・文法・対話・リーディングなど、

例文があるアクティビティ全て

ｃ．学習形態：全体またはペア

ｄ．適用化の代表例：Repurposing（学習目的の変更）、

addition（追加）など。発音を学習ターゲットとし

たアクティビティ以外では、Repurposingが生じる

ことが多い。初めて指導を開始する学期においては、

発音に焦点を当てた教材を追加することにより、英

語の音構成の仕組みを理解しやすくしたり、練習に

慣れやすくしたりすることが多い。（addition参照

教材例：FocusonPronunciation,Pearson/Well

Said,Cengage）

ｅ．指導例：

ターゲット語彙を発音したり、リーディング素材

を音読することにとどまらず、文法例文、文法練習

課題、対話のモデル音声等は時間が許す限り学生に

発音させ、発音の矯正を必要に応じて行う。語彙単

位での発音はもとより、プロソディ（韻律）に着目

して例文を発音し指導する機会を増やすことにより、

まず英語の音声の特徴に慣れられるようにし、長期

的にリスニング力の向上をめざす。

ｆ．指導上の注意点：

全体での指導時には「声を出しておけばいい」

「発音をしているふりをする」というように漫然と

した音出しになってしまうことがある。英語の音に

慣れる必要性を認識できていけるようにしたいとこ

ろではあるが、理論を述べても効果が上がることは

期待できない。適切な助言と矯正を教師ができるこ

とが重要で、発音・プロソディの練習とリスニング

のような音声面でのアクティビティをうまく組み合

わせていくことで、練習の効果を学生自身が認識で

きていくようにアクティビティを構成することが必

要である。

パッセージ（複数の文）音読を発音練習の重要な

機会であるが、発音や文、単位のプロソディを指導

する時には、それにのみ焦点を当てることが望まし

い。音読時に効率的に発音も語彙も文法も、済ませ

てしまおうと教師は考えがちだが、そうしてしまう

と学生は何を身につけるためのアクティビティをし

ているのかが分からなくなってしまう。発音は習得

に時間を要するため１つのタスクに専念させ集中的

にトレーニングを行いたい。

一般的な授業での発音矯正は、英語母語話者のよ

うな発音をすることが目標ではなく、あくまでも聞

き手が理解できる発話に到達すれば良いと考えられ

る。英語母語話者のような音声の真似をしているだ

けで、本当は聞き手に伝わらないような発音でしか

話せていないことを放置すべきではない。しかし、

過度な矯正指導は、場合によってはやる気をなくさ

せることにも繋がり得ることにも留意したい。

3．2 文法

ａ．目的：文法ルールに関する知識を蓄えることに留

まらず、文法を使う力を育成する。

ｂ．教材例：テキスト内文法アクティビティ、追加文

法例教材

ｃ．学習形態：ペア

ｄ．適用化の代表例：ターゲットとなる文法の習熟度

に合わせ、練習例文数を増やす必要がありaddition

が生じることが多い。すでに習熟度が高いターゲッ

トの場合は、説明をomissionあるいはreordering

することもある。しかし、その場合は他のアクティ

ビティで補えることを条件とすることが多い。

また、学習の達成に向けてadditionは多数発生す

るが、それは文法のターゲットを増やすことではな
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く練習量を確保するためである。発音練習も並行し

て行うことからrepurposingが起きることも多い。

対面授業では口頭練習を主とし、補強のための復習

機会や正解を確認する機会を用意するために、オン

ラインワークと並行させることがほとんどであ

る。（addition教材例：GrammartoGo,Pearson/

FocusonGrammar,Pearson,MoreGrammar

Practice,Cengage）

ｅ．指導例：

文法導入時の説明は、必要に応じて補足説明をオ

ンラインに用意するなども可能なため、対面授業で

の説明は最小限とし、学習ターゲットとなる文法を

ペアで口頭練習する時間を最大限に配分している。

テキストのアクティビティでは、穴埋め問題や文を

変形する問題が代表的であるが、いずれの場合でも、

解答をさせその答え合わせをすることは対面授業で

は行わない。正解確認を含む練習は、際限なくオン

ラインでできるため、対面授業では「答えを書きこ

む」作業よりも難しい、口頭のみでの練習を行なう。

テキストが提示しているアクティビティだけでな

く、テキストの例文を使って、既習の文法要素をター

ゲットとした練習を応用的に行うこともある。肯定

文を否定文に、肯定文を疑問文に換えるなどといっ

た練習では、例文を見ないのはペアのうち学生Ａの

役割とし、教師から出ている指示に従って、Ａの発

話を聞いた学生Ｂが文を口頭で述べていくという初

歩段階に適したアクティビティである。その場合は、

単に文法だけでなく、相手の発話に耳を傾けるリス

ニング、口頭で述べるスピーキング、発音といった

練習がアクティビティの中に複合されていることに

なる。

ｆ．指導上の注意点：

文法は学生にとって最も心理的バリアがある学習

ターゲットであることが多い。ルールに関する知識

があっても、話す場合であれ、書く場合であれ、そ

のルールを当てはめて文を構築することは容易では

ない。そうした状況を理解した上で、文法ターゲッ

トではない素材に文法エッセンスを統合したアクティ

ビティを用意することもある。文法のルールを記憶

することにのみ当てるのではなく、何らかのアクティ

ビティを重ねているうちにいつの間にか文法ターゲッ

トをよく理解でき、ルールを身につけられるという

ことがあることも目標にしている。

しかし、文法嫌いをさらに助長してしまわないよ

う留意しながら、文法の重要性を教師が語るのでは

なく、文法が重要だと言うことを学生が徐々に認識

できていけるようなアクティビティを用意し、適切

な順序で難易度をあげたり、必要に応じて復習を含

め、適切に繰り返し強化していったりする必要があ

る。

3．3 語彙

ａ．目的：使用頻度が高い語彙を最優先し、コンテキ

スト（文脈）に合わせて語彙を適切に選んで使える

ようにするため、聴いたり読んだりした際に意味を

理解したりできる「receptivevocabulary」を優先

して習得させる。受容できる語彙から、次第に話

したり書いたりする際に用いることができる

「productivevocabulary」を次に徐々に増やして

いく。授業の受講を終えても、必要に応じて語学を

自分で進めていけるよう、辞書をどのように役立て

るのかも常に実習する。

ｂ．教材例：テキスト全般

ｃ．学習形態：全体、ペア

ｄ．適用化の代表例：語彙の品詞を確認したり、スペ

リングを練習したりするアクティビティはオンライ

ンワークとすることが多い。コンテキストに合わせ

て語彙を選択する、語彙復習のために語彙認知アク

ティビティをするなどadditionが多く発生する。

ｅ．指導例：

語彙の意味確認（マッチング問題）や品詞確認

（選択問題）といったアクティビティ、意味から語

彙をつづる（入力問題）といったアクティビティは

オンラインアクティビティに任せ、対面授業ではコ

ンテキストに応じた語彙の使われ方、発音に重点を

おいている。

使用頻度の高い語彙については、派生語や反意語、

外国語としての英語力定着に向けた教材の適用化とインストラクショナルデザイン
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類義語との相違にも注目をし、その際に辞書を活用

させている。辞書は必ず対面授業に持参すること、

教師が敢えて使用禁止とする場合以外、学習中にい

つでも使用して良いこととしている。語彙ニュアン

スを理解しようとしたり、日本語との相違に関心を

高めようとしたりする際に、語源的な説明を加える

場合もあるが、語彙を知ることが言語学習のゴール

であると誤認識してしまわないように、常に使える

言葉を増やすと言う視点から、語彙指導をあらゆる

場面に統合している。文法ルールと同じく、ここで

も「いつの間にか語彙が増えていた」ことを目指し

ており、「語彙を知っている」ではなく、「使える語

彙を増やす」ことを最終目標としている。

Additionの例としては、SuperTeacherCom

（https://www.superteacher.com）のWordSearch

PuzzleGeneratorを、語彙認知の復習に役立てた

りしている。これは認知させたい語彙を入力すると

WordSearchアクティビティを作成してくれるオ

ンラインツールで、リーディングなどのアクティビ

ティを通して学習した語彙を想起させるために活用

している。

教材例１にあるようにWordSearchには通常語

彙リストがあり、パズルの中からターゲットとする

語彙を早く探し認知するという方法で用いる。しか

し著者の授業では、前の授業の内容を想起すること

を目的としているため、語彙リストの提示はしてい

ない。その代わり、音声がある場合は、最終段階に

音声を流すことでリスニングを統合したり、動画ア

クティビティの場合には音声なしで動画のみを見せ

ることで、前の授業の学習場面を思い出させたりす

ることに活用している。

ｆ．指導上の注意点：

語彙学習は、一様に品詞や日本語訳を確認したり

することに留まらない。コンテキストに応じた語彙

の使われ方に着目し、語彙の習得のしかたを授業で

は実践させる。語彙を増やすとはいえ「英語は苦手」

だと思ってきた学生の場合、語彙習得はハードルが

低いものではない。特に、書字（正しいスペリング

でつづる）、読字（正しい語彙認知をする）のいず

れか、または両方に困難さを抱えた学生がいること

もあり、教師が「怠けている」「覚えが悪い」「努力

が足りない」と決めつけてしまっては危険な場合も

ある。どのような教え方が適切で、どのような目標

までは達成させる必要なのかを、教師は選択し続け

なくてはならない。

そこで、何もかも必ず覚えるというプレッシャー

を与えるより、受容語彙を増やすことを最優先課題

とし、スペリングを覚えることを含め、使えるよう

になることは次の段階とするなど段階的な学習を試

みている。また、個人アクティビティでの負担が予

測され、ペアで協力し合ったほうが学習濃度を上げ

ることができると期待できる場合には、小テストの

ようなアクティビティもテストではなくペアでの学

習に切り替えて行うことがある。

語彙学習につまづき英語嫌いになってしまう例は

少なくない。誤った学習を防ぐためにも、著者のク

ラスでは単語調べを含む予習はさせないことが通常

である。むしろその時間を使って充分に復習をさせ

ることで、身についていることといないことを明ら

かにしたり、さらに定着させるための課題を用意し

ている。

3．4 リーディング

ａ．目的：文字情報を読むということに対する抵抗感

を軽減し、読んでみようとする意欲を培う。読んだ

内容に関心を持つ、読んだ情報を使って次のアクティ

ビティを行う、語彙や文法の使われ方に気づく力を

養う。

ｂ．教材例：テキストリーディングセクション

ｃ．学習形態：ペアまたは３－４人のグループ

ｄ．適用化の代表例：リーディングをリスニングに、

リーディングを文法に、リーディングを語彙学習に

というようにRepurposingが発生することが多い。

ｅ．指導例：

①「Vocabulary& GrammarinContext」（語

彙・文法選択）

コンテキストに応じた語彙・文法選択アクティビ

ティリーディング本文から、そのユニット内で学習

ターゲットとしたい文法ルールを応用させるため、

語彙を抜き取り、語彙リストや語彙カードを作成し

オリジナルアクティビティを構成した。

WorldEnglish1Unit4（p.50-51）のリーディ

ングでは、写真１にあるように基本的な動詞を抜き
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出してしまい、ペアで文中に当てはめていく穴埋め・

変形ワークを用意した。このユニットの文法ターゲッ

トは動詞時制（現在・現在進行・現在完了使い分け）

で、カードには動詞の原形が書かれている。ペアは

これを文中に当てはめて行きながら、分脈に応じて

時制も適切な形にして行くことになる。

最後には、ペアのうち一人だけが音声を確認する

ことができる時間を設け、リスニングを通して修正

を行えるようにすることもある。ペアの両方が音声

を確認するようにすれば、耳のみを頼ることになる

が、片方ずつが聞くようにすることで、もう片方は

文をよく読み確認するという協力的な分担をするこ

とにもなる。

②「ListentoRead」（耳で読む）

空欄補充をしようとする際に文字よりも音声情報

に集中でき、いつのまにか全体の英文を読みとろう

とするように意図して形成したオリジナルアクティ

ビティである。英語嫌いな学生の中には英語文字を

見るだけで拒否感が増す学生も少なくない。語彙数

が多く、語彙の難易度も少し学生のレベルよりも高

めだといった場合には、文字情報の多さに圧倒され

てしまわないように、ペアでの「耳からリーディン

グ」というリスニングアクティビティに転じることが

ある。

ペアでのリスニングアクティビティにする場合に

は、前半後半の２部構成とし、ペアそれぞれが前半、

または後半を担当し、途中で担当を交代するという

場合もある。未知語が登場する場面では、未知語に

意識が向いてしまわないよう、内容上重要な、ある

いは基本語彙が使われている部分を穴埋めにしてし

まい、辞書を調べなくても穴埋めできるようなアク

ティビティに敢えてすることがある。初回では「分

かりやすいところへ意識を向ける」試みをし、時間

数や回数を限定して辞書を引く機会を与えて、辞書

を引くことができるようにしたりもする。そうする

ことにより「いつ辞書を引くか」「何を考えてから

辞書を引くか」というタイミングを体験させること

ができる。

リスニングをして読むことで、音声と文字情報が

補完し合うようなアクティビティを構成することが

できる。発展的なアクティビティとしては、空欄補

充が終わってからリーディングの内容に沿ったサマ

リー文を、音声だけを聞いて完成させたり、書かれ

た質問文に音声だけを聞いて書いて答えさせたりと

いった発展的アクティビティも用意することができ

る。

③「ParagraphShuffle」（パラグラフシャッフル）

段落の展開が明確で、ライティングの指標にもな

るようなリーディング素材の場合は、テキストをコ

ピーし、段落をバラバラにしてしまい、段落の並べ

替えをペアでさせる「パラグラフシャッフル」にし

たり、ある程度の文単位で切り刻んでしまってカー

ドを新たに作り、文の並べ替えと段落構成をペアで

させたりすることがある。これは最も難易度が高い

が、分かりやすいリーディング素材を使えば、初心

者レベルにも実践することができる。少し難易度を

あげたい場合には、一文抜いてしまった文を、段落

の内容に合わせて当てはめるアクティビティを増や

すこともできる。段落のどこに一文を補うかを考え

させることは、段落展開の学習になり、ライティン

グの素地を形成することにも繋がる。

ｆ．指導上の注意点：

学生のその時のレベルにとってやや難読なものは

足場かけをし、容易なものはハードルをあげる必要

がある。辞書を引かせたい場合でも、未知語を逐一

辞書で引いていれば、辞書を引いている時間の方が

長くなり、本文を読む時間が減ってしまうことにも

なりかねない。クラス全体に共通する未知語は、ア

クティビティ開始前のウォームアップで語彙をピッ

クアップして意味や発音を確認しておくなどボトム

アップの学習を進行させることもできる。

しかしながら、いつでもボトムアップであれば良

いのではなく、素材によってはまず内容に意識を向

けたいもの、語彙表現に注意したいもの、話の順序

に着目したいもの等、素材を最大限に活かしながら、

「いつの間にか読んでいた」ことに繋がるアクティ

ビティを用意することで、「読むのは苦手だ」と思っ

ている学生の抵抗感を減らせるようにしたい。

辞書を引かせるタイミングも、教師がコントロー

ルするのがよく、闇雲に辞書を引くのではなく「見

外国語としての英語力定着に向けた教材の適用化とインストラクショナルデザイン
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写真２ ２年次リーディング「パラグラフシャッフル」例



当をつけてから引く」ことに慣れていけるよう学習

を経験させたい。リーディングの最大の目的は、リー

ディングを通して発せられているメッセージを受け

取ることであるが、教師はどうしても語彙も文法も

あれもこれもと欲張ってしまうことがある。１種類

のアクティビティを作成したら、そのアクティビティ

にまずは専念させ、一つのターゲットが成就してか

ら次へ進むことを考えたい。著者の取り組みでは、

内容確認の問題や語彙の意味の確認は、「Glexa」

で復習できるようにしており、対面授業で曖昧だった

ことも、後に個別学習で確認・練習できるようにし

ている。

3．5 リスニング

ａ．目的：音声情報に対する抵抗感を軽減し、聞いて

みようとする意欲を培う。聞いた内容に関心を持つ、

聞いた情報を使って次のアクティビティを行う、語

彙表現や文法の使われ方に気づく力をつける。モデ

ル音声だけでなく、ピアが発する音声情報も聞いて

理解しようとする力をつけ、多様な英語話者が発す

る音声を受容できるようにする。

ｂ．教材例：リスニング、ダイアログ、リーディング、

DVD教材（会話またはビデオジャーナル）など

ｃ．学習形態：全体、ペアまたはグループ

ｄ．適用化の代表例：Repurposing、reordering

ｅ．指導例：

リスニングアクティビティが容易な場合は、ユニッ

トのウォームアップに用いることもある。何につい

て話をしているのかを聞くことで、そのユニットの

学習ターゲットを認識できるようにする試みである。

より容易な場合には、オンラインで個別学習を先に

させて反転授業にすることもある。リスニングには

必ずディクテーションアクティビティも用意してい

る。耳から聞いた音を判断しスペリングにつなげた

り、コンテキストに応じた語彙選択が文法適用をさ

せたりと複合的なワークであるディクテーションで

は、辞書を使ってスペリングを確認させる場合、辞

書を使わないで習得している語彙とそうでない語彙

とに気づくことができるようにしたりしている。

ｆ．指導上の注意点：

著者のクラスでは「まだ充分に学んでいないこと

は、一人ではさせない」を指針としているので、基

本的に予習はない。一部の反転授業課題を除いて、

復習に重点を置いている。個別に学んだ方が良いも

の、個別に学ぶ用意があるものについて、Glexaに

課題を用意し復習できるようにしている。特に、学

習ペースが大きく異なるディクテーションアクティ

ビティは、個別学習としてオンラインアクティビティ

にするのに適している。

対面授業で行うのであれば、制限時間がある中で

聞くアクティビティとし、どのようにして聞けば良

いのか、何を意識すると自分にも聞こえるようにな

るのかを理解させてから、個別オンラインアクティ

ビティへ導くのが良いであろう。Glexaでの課題は

受講回数を１回にする確認テスト型にすることもあ

れば、何度でも繰り返し練習できるようにする場合

もあるが、ディクテーション課題は特に回数を無制

限で課すことで、個々のペースで聴く力、スペリン

グする力をつけさせようとしている。

3．6 スピーキング

ａ．目的：発話への抵抗感を軽減し、発話してみよう

とする意欲を培う。それまでに学習した語彙表現や

文法ルールを、発話の際に応用してみようとする力

をつける。

ｂ．教材例：テキスト内ダイアログ、外部教材

ｃ．学習形態：ペア

ｄ．適用化の代表例：Reordering、Repurposing、

Supplement、Addition

ｅ．指導例：

①「ContextandPurposeRecognition」（場面・

目的理解）

第一段階としては、テキスト内にあるダイアログ

例の中で、学生にとって臨場感がある内容のものを

選び、テキストを閉じてリスニングアクティビティ

とすることが多い。そうすることにより、まずコン

テキストに気づいたり、ダイアログの目的が何なの

かを考えさせたり、語彙表現や文法がどのように用

いられているかに関心を持たせたりすることができ

る。

②「Half-blindDialog」（ハーフブラインド）

小栗が考案したトレーニング方法の一例である。

＜準備＞

ダイアログがＡ・Ｂの二者間で行われるものを選

び、Ａ・Ｂどちらがダイアログをリードしているか、

それぞれのセリフの分量はどうかを観察し練習の対

象とするダイアログを選ぶところから始まる。

＜実践＞

ダイアログを選定したら、第一に行うのはテキス

トを見ながら音声も流し、オーバーラッピングさせ

ることである。第二に行うことは、ペアでＡ・Ｂを

ロールプレイさせ、対面で口頭練習させることであ

る。発音、プロソディが整ってきたら、文字から目

を離し相手をみて発話する（Readandlook-up）

指示を出し、できる限りアイコンタクトを意識させ

る。棒読みに読み上げるのではなく、相手と話をし

中部大学教育研究 No.19（2019）

―16―



ている状況を想定し、発音やプロソディ以外に、ノ

ンバーバルな要素も指導する機会である。

徐々に学生が自信を持ち始めたら、「ハーフブラ

インド」への挑戦が開始される。ここからはモニター

に映し出されるダイアログ（スクリプト）を見ても

よいのは、学生Ａ・Ｂいずれか一人のみと決められ

る。Ａ・Ｂのうちどちらがスクリプトを見てもよい

かの判断は、Ａ・Ｂの発話の長さ・難易度で教師が

あらかじめ行う。たとえばＡがスクリプトを見ても

よいロールだとすると、Ｂはスクリプトが見えない

場所に移動して対面させアクティビティを開始する。

スクリプトを見てもよいＡは、ダイアログのリー

ド役となる。Ａもスクリプトを見る頻度や回数を最

小限にしながら対話をリードし、Ｂはスクリプト通

りの文言でなくとも、内容がスクリプトと異ならな

い程度を目標にしてダイアログを完成させていく。

Ａ・Ｂのロールを交代するため何度でも立ち位置を

入れ替え、Ａ・Ｂのダイアログを何度でも練習させ

ていく。

＜発展＞

上記までで終わってしまえば、ＡはＢよりも楽な

ロールということになってしまう。仕上げの段階で

は教師が徐々にスクリプトを隠してしまい、Ａ・Ｂ

両方がダイアログの内容と流れを思い出しながら、

使われていた語彙表現をできるだけ使いながら対話

をさせていく。練習が単調になってしまわないため

には、段階的かつ意図的にスクリプトを隠すことを

行う。学習の様子を観察しながら教師は見せる部分、

隠す部分を適切に判断し調整するのがよい。最終的

にはダイアログの場面を想起させる画像・写真のみ

をモニターに映し出し、学生にダイアログさせると

いうアクティビティに達することになる。（写真３

参照）このあと、練習したダイアログと同じトピッ

クで自由発話をさせてみる発展的スピーキングアク

ティビィにつなげていくと、一層臨場感は増す。さ

らに発展させられる場合には、トピックや文法の流

れをそのままにして、Ａ・Ｂの役割を自分自身に置

き換え、ペアで自由発話にしていくこともできる。

ｆ．指導上の注意点：

ダイアログの選定を間違うと、無理な暗記を強い

ることになりかねない。選定時には、Ａ・Ｂロール

の話者の発言量や難易度に着目して、無理すぎない

ものを選びたい。ごく簡潔なもので練習を開始する

と、ダイアログが複雑になったり長くなったりして

もチャレンジできるようになっていくため、急ぎす

ぎず欲張りすぎず徐々に確実にハードルを上げてい

くことで、発話の土台を作っていくことができる。

全文の一言一句を暗記しようとする学生が多い場合

は、暗誦するのが目的ではなく、対話の流れや発話

内容を覚えておき、それを英語にして口から出して

みるという助言が必要になる場合が多い。

ハーフブラインドアクティビティは、初心者に向

いているとも限らない。英語レベルが上がるにつれ、

ダイアログの内容を難しくしていったり、必ず使う

べき語彙表現を提示したり、文法表現をコントロー

ルしたりといったことが考えられる。練習が成果に

結びつくかどうかは、どのようなダイアログを選ぶ

かが鍵となる。レベルが上がるにつれ、最初の段階

のスクリプト参照ありでの対話練習部分の時間を短

くするなど、時間配分の工夫によって、ハードルの

数や高さを適切に調整することができる。

3.7 コミュニケーション

ａ．目的：一方的に発話するだけでなく、相手との双

方向のやり取りを成立させるための意欲を培う。そ

れまでに学習した語彙表現や文法を活用してみよう

とする機会を増やし、「伝わる」「分かる」「分かり

合う」というプロセスを通してコミュニケーション

力をつける。

ｂ．教材例：TM（教師用資料）内コミュニケーション

アクティビティ、外部教材

ｃ．学習形態：ペア、３－５人までのグループ

ｄ．適用化の代表例：Reordering、Repurposing、

Addition

ｅ．指導例：

①人物描写と状況説明

写真４は、小栗が１年次クラスで実践した例であ

る。１年生の基礎的なアクティビティの例としては、

テキスト内ではイラストを用いて、現在進行時制を

使って人物描写をしていくといったアクティビティ

をペアで行うものがある。（WorldLinkIntro,

p.45）こうしたアクティビティは、単調になりがち

なので、少し発展させQ andAの形式に発展させ
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写真３ １年生「ハーフブラインド」アクティビティ例



ることで、ペアの１人ずつがある人のことを尋ねた

り、それにレスポンスしたりといった練習を行うこ

とができる。

②「BoardGame」（すごろく）

教材例２も、小栗が１年次クラスで実践した例で

ある。頻度を表す副詞を身につけるアクティビティ

では、教材例2にあるように、すごろくになってい

るアクティビティを３－４人のグループでさせるこ

とがある。発話頻度を増すためには人数を減らして

ペアで行うこともできるが、人数が少ない方が盛り

上がりも少ない。自分が好きな、言いやすいことだ

けを選んでいく発話練習と異なり、すごろくではコ

マが到達した場所の指示に従わなくてはならないた

め、場面をランダムに与えられるという負荷がかか

る。Teachthiscomという英語教師用教材サイト

は、ダウンロードして活用できるアクティビティが

集められており、無料で閲覧・活用できるものと、

年会費を払ってアクセスできるものが提供されてい

る。教材は、スキル別、シチュエーション別などに

分類されており、教師向け解説・注意事項も用意さ

れているため活用しやすい。

③「InformationGap」（インフォメーションギャッ

プ）

教材例３も小栗が１年次クラスで実践しているも

ので、基礎練習に適したインフォメーションギャッ

プの例である。基本事項を学んだ後、たとえばこの

例では現在時制でルーチンを表すことに加えて、曜

日や時間に伴う前置詞を適切に選んで使うというね

らいがある。基礎的な文法ルールなどを学んだ後、

そこで終わってしまえばルールを知識として覚える

ことがゴールのようになってしまう。しかし、すぐ

にこのようなアクティビティを行うと、学んだこと

を実際に使ってみる、自分に身につきつつあること

と、そうではないことに気づくというプロセスを与

えることができる。

④「ClassA GoestoWashington」（クラスＡの

ワシントン観光）

教材例４は、アレンが２年次クラスで実践した例

である。これは“ClassAGoestoWashington”

と名付けたタスクで、テキストで基礎を学んだのち

のextensionの例である。実際のワシントンの地図

を渡された学生は、名所のロケーションを説明した

り、そこまでの道案内をしたりしながら観光プラン

を作る。最初の段階ではペアで学習し、次にペアを

合体させてグループで観光プランを発表し合ってコ

ミュニケーションをする。この中で使われるべき情

報もあらかじめ教師が用意しておき、適宜学生に提

示をしたり配布したりして、学習ターゲットを使い

ながら語彙や文法を習得していくプロセスを与える
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写真４ １年次コミュニケーションアクティビティ例

教材例３ TeachThisCom教材例２

教材例２ TeachThisCom教材例１（https://www.teach-this.com）



ことができる。

⑤「ShoppingRolePlay」（Part1）

教材例５もアレンが２年次クラスで実践した

“ShoppingRolePlay”というタスク例である。

テキストのユニットが物品の名称や特徴の説明であ

ることから、テキストで例示されている物品に加え

て物品情報を作成してアクティビティをさらに増や

すadditionの例である。さらには、アクティビティ

内容にロールプレイを加え、買い物客と店員の間で

のコミュニケーションをさせるというextesionの例

にもなっている。さらには、買い物客が値引き交渉

をするといった応用をさせるなどコミュニケーショ

ンをより現実的にすることもできる。

⑥「ShoppingRoleplay」 Part2

これは教材例５の発展形である。まず教師は導入

となるダイアログ例文をオリジナルで用意し、適切

な語を口頭で入れる練習をさせ、買物での対話のウォー

ムアップとする。次に教室（192B演習室）内の壁

面にある４つのホワイトボードを使って「売り場」

をわけ、「商品」とするものの写真を貼る。学生に

は店舗の案内役、各売り場の店員、客といったロー

ルプレイをさせ、目当ての商品をみつけるまでのコ

ミュニケーションをさせていく。（写真５参照）こ

こでは客側から店員に質問をするなど、商品説明だ

けではなく質疑応答も含めた応用も期待できる。

ｆ．指導上の注意点：

Teachthis.comのよう外部教材サイトのものを選

ぶ場合も、素材を外部から集めて教師がextesion的

タスク教材を作成する場合も、学生のその時のレベ

ルに合ったものを用意することが効果的である。臨

場感のあるシーンを想定し、実物に近い素材を使う

ことで、コミュニケーションの進め方や英語表現に

関心も広げていきやすくなる。自信がついてきてい

ることを復習しながら、新たな要素を加えていき、

少し上の力の習得を目指せるようにして挑戦させて

いくと「簡単すぎてつまらない」ことにもならない。

コミュニケーションに焦点を当てたアクティビティ

の実践に素手で挑ませてしまうと、かえって自信を

失ってしまうことにもなりかねない。学んだことを

使ってみることで、「不安定な部分は補強する」「自

信がある部分は積極的に使う」等を教師は常によく

観察しながら適宜助言をし、クラス全体に共通する

学習ポイントは、最後に振り返りの時間を設けるこ

とが重要である。

授業でのアクティビティは気楽な「遊び」ではな

い。楽しい要素はもちろん授業を「活性化」させて

くれるかもしれないが、それが表面的な「戯れ」時

間になってしまっては授業の質は維持できない。

対面授業では、コミュニケーションアクティビティ

が、学習すべき文法などの学習ターゲットを忘れて

「適当に話す」場になってしまうのを防いだり、「知っ

ているカタコトで済ませようとごまかす」ことを避

けさせたりという点に教師は注意を払い、コミュニ

ケーションアクティビティを「なんとなく楽しかっ

た」ではなく、「楽しく学べた」ものにし、英語力

を高めさせていく必要がある。そのためにはアクティ

ビティやタスクにおける学びの広がりを教師がしっ

かりと観察し、英語力の定着に結びつけさせていく

ことが要である。
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教材例４ ClassAGoestoWashington

教材例５ ShoppingRolePlay（Part1）

写真５ ShoppingRolePlay



4 授業のインストラクショナルデザイン

「学生の英語力に合った学習をさせたい」と教師は

思うことだろう。しかし教材の適用化がままならない

場合もある。授業は英語教育プログラムの一部であり、

そこには各学期の目標や、各授業での目標があり、い

つまでに何を身につけるのかといった語学ビジョンが

あるはずである。複数教員が担当するプログラムで教

材が選定されている場合、各教員が好き勝手に教材を

「変えて」しまっては、カリキュラムの目標自体が崩

れてしまうことにもなりかねない。

教師が音楽や映画に造詣が深いからといって、教師

が好き勝手に選んだ音楽を聞かせ、映画を観せといっ

た授業は教材・素材を「適用化している」といえるだ

ろうか。そうしたadditionをもしするのであっても、

そうする意図、そうする目的、期待できる効果が明確

でなければならないし、プログラムの総合的な目標の

範囲に収まっていなければ「適用化」とは言えない。

授業で「決められた共通課題」がある場合、それを終

えてしまって余った授業時間をどう過ごすのかといっ

たadditionが必要になる場合がある。そのような場合

にも、学習目標に一貫性・関連性があれば、学習する

側にも「それを学ぶ理由」が明確になり、学習ターゲッ

トを一層身につけやすくなる。脈絡なく突然持ち込ま

れるアクティビティには、学生がとまどうこともあり

それにより授業全体のバランスが崩れてしまうかもし

れないことを、教師は予期していなくてはならない。

図５は、インプット→練習→アウトプット→インテ

イク（定着）を循環的に行うことで、インプットされ

たことが定着していくという概念を表している。イン

プットから定着までの段階は、直線上に並ぶものでは

なく、何度も行き来を繰り返しながら、ようやく少し

ずつ定着していくというこのコンセプトをもとに、著

者は授業をデザインしようとしている。

授業は、一様には進まないものである。同じ教材を

同じ専攻の学生と学んでも、その学生たちが異なり、

その学生たちが集まって作り上げるシナジーが異なる

以上、他の場面と同様の学習を、均一の質で実践でき

るとは限らない。著者のケースでは、2014年のER設

立時から今年度まで、１年次はWorldLinkシリーズ、

２年次はWorldEnglishシリーズ（ともにCengage

Learning）を選定している。同じ素材をアクティビ

ティに使ったり、同じメソッドで実践をしたりしても、

前年度と全く同じアクティビティ展開になることは期

待をしていないし、毎年度、適用化の内容も異なって

いる。同じ年度で同じ教材と複数クラスで使用する場

合であっても、「どのクラスも同じ順序で同じことを

する」ことが授業の質を上げることにはならず、授業

計画の段階から、そのクラスの学生たちに合うように

どこかを適用化している。

授業のインストラクショナルデザインにおいて教師

が考慮に入れていることがらには、教材自体の他にも

授業環境（教室機器）からクラスの人数、学生の習得

状況や特性、学生自身の習得目標や志向などがある。

たとえば、授業環境を考えることなくインストラクショ

ンをデザインすることは不可能である。教室は「どこ

でもよい」のではなく、授業の目標や内容によって、

実践環境が選べることが望ましい。教室にある機器１

つにしても語学を用途とする場合、また、効果的な語

学実践をしようとする場合には、教室に備えるべきもの

は異なってくる。2013年度に更新が叶った192A（LL）、

192B-C（多目的演習室）、192D（CALL）といった語

学向きな教室は、語学教員らが意見と情報交換を重ね

て実現した教室である。

授業で使うツール（道具）はどうだろうか。ここで、

簡単な例を紹介したい。すごろくのようにサイコロが

必需品となるアクティビティではない場面でサイコロ

を使ってみると、興味深い「サイコロマジック」が発

生することがある。ペアワークで順番が交互に来るこ

とがつまらなくなってしまうことがある。あるいは、

自分の発話の番が来ることを消極的に構えてしまうこ

とがある。

ペアにサイコロを渡し、サイコロの数が大きい方に

発言権を持たせるルールにしたとする。たった１つの

サイコロをもたせただけで、それまで発話に消極的だっ

た学生も、サイコロで出す目では「勝ちたい」という

感覚に陥ることがある。大きい数が出た場合、自分が

発話をしなくてはならないのにも関わらず、英語が苦

手な学生が両手を広げて喜ぶ光景が見られたりする。

大きい数を出すことで優越感が得られると、いつのま

にか英語力のコンプレックスから意識がそれるという

例である。アクティビティの手順に、「サイコロを転
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がす」というアクションを１段階挟むと、そこで一旦

気持ちが切り替わり集中が途切れないという効果もあ

る。ただし、もちろんこのような場合でも、一度他で

効果があったからいつでもどこでもサイコロを使うの

が良いというわけではない。いつ、どこで、どのよう

に、どのくらいサイコロを使うかも含めて、インスト

ラクションはデザインしなくてはならないものだから

である。

5 教師の役割

図６は、教材適用をしようとする際の英語教師の役

割がどのようなサイクルで起きるかを、教材面のみに

焦点を当てて表したものである。教師がまず授業プラ

ンニングをしようとする際考えるのは、足場かけや調

整が必要かどうかの検討を含めた判断で、その判断に

従って教材準備を行っていく。それを実践に移し、実

践をしながら観察もしていく。さらにはその観察を元

に用意し実践した教材が学習に適していたかどうか、

学習効果があったかどうかを振り返ることになる。そ

の振り返りを元に、また教師は次の授業をプランして

いく。

教師は授業のデザイナーである。ただテキストに沿っ

てページをめくって行くのであれば、オンライン教材

や近年小学校でも注目を浴びている「AIティーチャー」

に置き換えられる日も遠くないかもしれない。教師は

すでに「人が人を教える」意義を考えなくてはならな

い時代になっている。AIティーチャーやe-Learning

教材ではなく、なぜ人が必要なのか。人である教師に

しかできないことは何なのか、教師は大きな問いを投

げかけられている。

6 今後の課題

大学の語学授業には何が求められているのだろう。

授業は「単位を集める」場なのだろうか。それならば、

どのような教材が使われ、どのような教師が授業をし

ても「単位さえ」出れば目標が達成されることになる。

果たして、授業とはそうあるべきものなのだろうか。

たとえば教材に注目してみる。語学の教材がペーパー

レスになろうとしている世界の動きは、すぐ近くまで

来ている。従来の紙ベースのテキストもデジタル図書

に転向していく大手教材出版社も出て来ている。

e-Learning教材は多様に開発されているので、学生

も費用を惜しまなければ授業以外でどれだけでも語学

を習得しようとすることができる。大学入試にも、読

む・聞く・書く・話す４技能の英語評価が導入される

動向がある。

このような状況下で、大学の英語授業は、従来のま

まで良いのだろうか。どのような目標に向かってカリ

キュラムを構築し、どのようなインストラクションを

デザインしていけば良いのだろうか。外部の教材も、

学内ですでに導入されているものも含め、e-Learning

教材でも学べること、あるいはe-Learning教材で学

ぶことの方が適していることと対面授業とは、差別化

を図る必要があるのではないだろうか。対面授業は

「そこに集まる人たちで構成」されるものである。対

面授業の時間を最大活用できるような、「出席する価

値がある」「他では同じことは学べない」授業が、こ

れからはますます求められるのではないだろうか。

「その授業は本当に必要か？」「その授業はその形式で

行うことが最善なのか？」を考え、英語教育をどこへ

向かわせるのか検討すべき時期はすでに過ぎている。
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1 はじめに

中央教育審議会（以下、中教審）は、2015年12月

「これからの学校教育を担う教員の資質能力の向上に

ついて～学び合い、高め合う教員育成コミュニティの

構築に向けて～」１）（以下、本答申）において、これか

らの時代の教員に求められる資質能力や教員の養成・

採用・研修に関する課題、改革の具体的な方向性など

を示した。

本答申において、教員養成に関する改革の具体的な

方向性のひとつとして「学校インターンシップの導入」

があげられた。ここでは、「学校現場において教育活

動や校務、部活動などに関する支援や補助業務など学

校における諸活動を体験させるための学校インターン

シップや学校ボランティアなどの取組が定着しつつあ

る」という現状が示され、これらの取組は、「学生が

長期間にわたり継続的に学校現場等で体験的な活動を

行うことで、学校現場をより深く知ることができ、既

存の教育実習と相まって、理論と実践の往還による実

践的指導力の基礎の育成に有効である」「学生がこれ

からの教員に求められる資質を理解し、自らの教員と

しての適格性を把握するための機会としても有意義で

ある」「学生を受け入れる学校側においても学校の様々

な活動を支援する地域人材の確保の観点から有益であ

る」と、学生と学校双方において有効であるとの見解

が述べられている。一方、「学校インターンシップの

実施に当たっては、既存の教育実習との間で役割分担

の明確化を図るとともに、その円滑かつ確実な実施に

向けて、受け入れ校の確保や実施内容の検討等のため

の教育委員会や学校と大学との連携体制の構築、大学

による学生に対する事前及び事後の指導の適切な実施、

学生側と受け入れ校側のニーズやメリットを把握する

ための情報提供の実施など、環境整備について今後十

分に検討することが必要である」との課題も示された。

これらの点を踏まえ、学校インターンシップについて

は、「各大学の判断により教職課程に位置付けられる」

ものとされ、「教育実習の一部に学校インターンシッ

プを充ててもよい」「大学独自の科目として設定する

ことも可能とする」などの方向で制度の具体化を引き

続き検討すると述べられた。また、教育実習と比較す

る形で学校インターンシップの実施のイメージが、内

容、実施期間、学校の役割について表１のように示さ

れ、具体的な活動内容として、「児童、生徒等の話し

相手、遊び相手」「授業補助」「学校行事や部活動への

参加」「事務作業の補助」「放課後児童クラブ、放課後
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特別支援学校教員養成における
「特別支援学校教職インターンシップ」の実施報告と今後の課題

古市 真智子＊1・伊藤 佐奈美＊2

要 旨

現代教育学部現代教育学科は、特別支援学校教職課程の課外活動として2017年度から教職インターンシッ

プを開始し、今年で３年目を迎える。本稿では、2017年，2018年度の「特別支援学校教職インターンシップ」

活動を報告するとともに、その実施の意義と今後の課題を検討した。

参加学生の「インターンシップ活動報告書」の記述からは、【特別支援学校特有の内容・雰囲気をつか

む】【障害のある児童生徒への理解と指導の方法を学ぶ】【特別支援学校の教師の仕事を知る】等の意義が

見出された。また、インターンシップ後に教育実習を終えた学生へのインタビュー調査やインターンシップ

校へのアンケート調査からは、学生に良い変化がみられることやインターンシップを経験してから教育実習

を行うことに意義が感じられていることが確認できた。一方、ボランティアや教育実習とは異なる「インター

ンシップ」に特有の目的や内容、指導基準などの明確化と、それらに対する学生－インターンシップ校－大

学の相互理解が必要といった課題も明らかとなった。
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教室」「土曜授業の補助」などがあげられている。

2019年の教員免許法改正２）では、「学校インターン

シップ（学校体験活動）」は、教育実習に含めること

ができるようになり、小中学校教職課程では２単位ま

で、特別支援学校教職課程では、１単位が認められる

ことになった。

このように、教育実習前に行うインターンシップ活

動の必要性、重要性が示され制度化されてきているも

のの、議論や実施の対象は小中学校等の基礎免許状を

中心に行われてきた。特別支援学校教職課程における

インターンシップ活動については、小中学校での活動

とは異なる特有の意義や課題があると考えられるもの

の、ほとんど検討されてこなかったのが現状である。

本学科では、特別支援学校教職課程の課外活動とし

て、特別支援学校で教職インターンシップを行う「特

別支援学校教職インターンシップ」を2017年度から行っ

てきており、今年で３年目を迎える。そこで本稿では、

2017年度，2018年度に実施した「特別支援学校教職イ

ンターンシップ」活動の概要と参加学生やインターン

シップ受け入れ校による意見を報告するとともに、こ

れらをもとに、「特別支援学校教職インターンシップ」

の意義や課題を探る。

2 本学科の「特別支援学校教職インターンシッ

プ」の概要と実施報告

2．1 本学科教職課程の実習関連科目の概要

特別支援学校教諭免許状の取得には、基礎免許状の

取得が必須である。本学科では小学校教諭一種免許状

を基礎免許状としており、実習関連科目・活動として、

２年次に観察実習、３年次に小学校教育実習及び介護

等体験が行われる。

２年次で行う観察実習とは、事前事後指導を含めて

５単位の科目であり、2019年度シラバスによれば、授

業の内容は、「小学校をはじめとした初等教育に関連

する機関で、児童の観察を行い、児童理解を深めたり、

教師が行う仕事や、学校の設備・備品などについての

基本的な知識を習得したりする」「この活動では、で

きる限り多くの児童とふれ合い、小学生に対するかか

わり方に関する知識等を体験的に習得する」ことが主

旨である。達成目標として「1 教師が行う仕事や、

学校の設備・備品などについての基本的な知識を習得

する」「2 小学生に対するかかわり方に関する知識等

を体験的に習得する」「3 児童の行動を観察するため

の基本的な技能を習得する」が掲げられている。

小学校教育実習は、３年次の春学期に４週間行われ、

３年次の秋学期に介護等体験（特別支援学校で２日間、

社会福祉施設で７日間）が行われる。

以上が小学校教職課程の実習関連科目・活動の流れ

である。その後、特別支援学校教職履修者は、特別支

援学校教育実習を４年次の春学期か秋学期に２週間行

う。

2．2 特別支援学校教職インターンシップ実施

の経緯

特別支援学校教職履修者とはいえ、正規のカリキュ

ラムでは、特別支援学校教育実習までに特別支援学校

という現場を経験できるのは介護等体験の２日間しか

なく、実習期間も２週間と短い。また、教員採用試験

の願書提出期日の方が教育実習よりも先にあるため、

学生は、小学校と特別支援学校のいずれの教員を受験

するのかを特別支援学校での教育実習を経験していな

い状態で決めなくてはならない。希望者には実習前に

特別支援学校で何らかの活動ができるよう、個別に学

校ボランティアを勧めるなどして対応してきたが、こ

れらの問題を解消するため、特別支援学校教職課程の

課外活動として、３年次秋学期に「特別支援学校教職

インターンシップ」を実施することとした。

2．3 2017・2018年度「特別支援学校教職イン

ターンシップ」の概要

2．3．1 インターンシップ実施の流れ

「特別支援学校教職インターンシップ」を実施する

に当たり、まずは活動先（以下、インターン校）の確

保が必要である。そのため、愛知県特別支援学校長会

との連携を図り、インターン校に負担をかけないため

の事務手続き等の検討を行った。以下に、愛知県特別

支援学校長会及びインターン校への依頼事項とインター

ンシップ実施の流れについて記す。

１）愛知県特別支援学校長会への依頼

６月の愛知県特別支援学校長会に出向き、「特別支

援学校教職インターンシップ」実施への協力依頼を行

う。その際に、実施の趣旨、内容、活動の流れ及び実

施に伴う書類等について説明を行う。
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表１ 学校インターンシップの実施イメージ



２）インターン校決定

まず、対象学生に居住地や通勤経路等を鑑み、イン

ターン希望校候補を３校挙げさせる。インターン校に

よって人数に偏りがないよう学内で調整をした上で、

担当教員から希望校に連絡を入れ、受け入れについて

の可否を確認する。

受け入れの内諾を得られた学校に学生が改めて連絡

を入れ、インターン受け入れに対する感謝の気持ちを

伝え、打合せのための訪問日を決定する。

３）活動日の決定

学生が、活動開始の１、２か月前にインターン校に

事前訪問をし、それぞれの学校における活動日、活動

内容、配属学級等について説明を受ける。

９月以降のインターン校の指定した日に活動が開始

される。インターン校の行事等により10月開始になっ

たり、２、３週間活動の期間が空いたりすることもあ

るが、９月～12月の間で週１回10日間程度の日程が提

示される。

４）活動時の書類等について

活動時には、学生本人が出勤簿を毎回持参し、出勤

印を押し、活動内容について簡単な記録を行う。最終

日までは、学生自身が管理し学校管理としない。

最終日には、インターン校の担当教諭等に出勤日及

び活動内容の確認をしてもらい、確認印をもらう。ま

た、活動報告書を記入して提出し、可能であれば指導

助言等の記入をお願いする。出勤簿と活動報告書は後

日インターン校より返信してもらうこととし、返信用

封筒を学生が持参する。

以上のように、教育実習とは違い、大学独自の取組

として協力してもらうことから、インターン校への負

担をできる限り少なくするように心がけ、実施している。

2．3．2 インターンシップ実施報告

１）対象学生

特別支援学校一種教員免許状取得予定の３年生

2017年度は12名、2018年度19名の学生が実施した。

２）実施期間・回数

実施期間：３年次 ９月～12月の間

回数 ：週１回 10日程度

３）活動先

国立及び名古屋市立を除く愛知県内（瀬戸市立、豊

田市立、豊橋市立、刈谷市立を含む）特別支援学校の

小学部、中学部、高等部（ただし、盲学校及び聾学校

を除く）。

実習先を広く確保するため、取得予定の基礎免許状

は、小学校教諭一種免許状であるが、小学部のみに限

定しない。2017年度の受け入れ校は６校、2018年度は

９校であった。

４）履修科目との関連

2017年度においては、特別支援学校教諭一種免許状

取得予定者が、他分野専攻の教員のゼミに所属する場

合もあったが、特別支援教育担当教員3名のゼミに所

属する学生のみが「特別支援学校教職インターンシッ

プ」を実施した。2018年度からは、特別支援学校教諭

一種免許状取得予定者は特別支援教育担当教員３名の

ゼミに配属することとし、３年次「児童教育課題研究

Ａ」「児童教育課題研究Ｂ」の活動の一環として行う。

さらに、この「特別支援学校教職インターンシップ」

は、「特別支援学校教育実習」の履修条件とし、イン

ターンシップ導入を契機に、介護等体験を実施しない

こととした。これは、従来、特別支援学校において行

われた教育実習や、受け入れ施設において行われた他

の資格取得に際しての介護実習等は、介護等の体験と

して、介護等の体験の期間に算入し得る（平成９年、

文教教第二三〇号文部事務次官通達）と示されていた

ものであるが、本学科では学生にとって実践的な学び

の機会をより多くもちたいと実施してきたところであ

る。しかし、「特別支援学校教職インターンシップ」

を実施することにより、介護等体験以上の学びが期待

されると考えたため、介護等体験への参加を実施しな

いこととした。

５）指導方法

「児童教育課題研究Ａ」「児童教育課題研究Ｂ」の

授業内容の一環として、特別支援教育担当教員３名が

合同で指導する。学生は、大学が用意した出席簿への

押印及び各回の実施内容、インターンシップ活動報告

書の記入の仕方やインターン先の指導者へのコメント

の依頼の仕方等について指導を受け、適宜提出するな

どして、授業内外において指導を受ける。

６）その他

希望者は、インターン校の受け入れが可能であれば、

４年次「教職実践演習」の一部として行う学校ボラン

ティアの活動として継続する。

3 インターンシップの意義と課題

3．1 学生の活動報告書の記述から

3．1．1 方法

2017年度（12名）、2018年度（19名）にインターシッ

プを行った学生31名の「特別支援学校教職インターン

シップ活動報告書」（以下、報告書）を分析対象とし、

学生が活動を終えて記述した感想や学んだ内容のうち、

インターンシップを行う意義として認められる部分を

抽出した。

3．1．2 結果

25名から84の「インターンシップを行う意義」に関
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する記述が得られた。すべての記述を内容の類似性に

より分類・整理したところ、５つのカテゴリー【特別

支援学校特有の内容・雰囲気をつかむ】【障害のある

児童生徒への理解と指導の方法を学ぶ】【特別支援学

校の教師の仕事を知る】【障害や特別支援に関する学

習意欲向上】【初めての経験】と、それぞれ１つから

６つのサブカテゴリーが作成された。

以下に、各カテゴリー【 】におけるサブカテゴリー

［ ］と、代表的な記述及び記述した人数（記述数）

を示す。

【特別支援学校特有の内容・雰囲気をつかむ】17名

［教育課程や一日の流れの特色］９名（11）

・毎朝車椅子を押して児童を迎え挨拶をすることから

始まる

・同じ肢体不自由児の特別支援学校の中でも商業科、

普通科、また普通科でも通常の学級と重複障害学級

とでは、登校から下校までの流れや授業の様子、教

室の環境などが異なっており、それぞれの学級に属

している児童生徒にあわせた教育環境が整えられて

いる

［留意すべき点の確認］５名（５）

・いかなる時も児童から目を離さない。常に全体を見、

児童がどこにいるのか何をしているのかを把握して

おくことが必要

・情報を細かく共有し小さな変化にも細心の注意を払っ

ていた

［自立という観点］５名（５）

・全て介助してしまうのではなく自立支援をし、少し

の介助でできるようにすることが大切

・子どもに合わせて子どもたちが自分でできることは

自分でできるようにしている

［児童・生徒の姿］４名（５）

・素直な生徒ばかりで礼節を重んじている姿に驚いた

・辛い毎日を送っているのではないかと思ったが毎日

楽しそうに過ごしていた

［授業、指導方法などの特色］３名（４）

・タンブリンや音楽を取り入れることで楽しく学べる

・動物と触れ合うなどの非日常的な体験も、子どもに

知識や社会性を身につけさせるための手段となって

いた

【障害のある児童・生徒への理解と指導の方法を学

ぶ】19名

［児童生徒理解］５名（５）

・回数を重ねるごとにその子にあった支援を行うこと

ができた

・一人一人と真摯にかかわることで、障害により言葉

がなくても何を思っているのか、何を考えているの

かわかるようになる

［児童生徒の個別性］５名（７）

・生徒によって持っている知識や技能、考え方や表現

の仕方、行動への移し方など大きく異なるため実態

を把握し、理解した上でそれに応じた指導をする必

要がある

・作業内容や作業スピード、集中力はバラバラで一人

一人に合わせた支援が大切であると改めて感じた

［児童生徒との関係］４名（５）

・支援をするときなどには、児童に一言声をかけてから

ということが、児童との信頼を築く上でとても大切

・信頼関係の確立が必須

［児童生徒の自発性の大切さ］４名（５）

・手を貸すべき場合と児童生徒自らの力で行うべきこ

との線引きの難しさ

・困っていることがあればすぐ支援したり助けたりす

ることがその子に対しての優しさではないこと

［その他新たな視点への気づき］４名（５）

・作業や手順にそって進める困難さに対し、ゆっくり

見守る姿勢

・問題解決にあまり積極的ではない子に対して遊びを

取り入れた支援をすることの重要性

［児童生徒とのコミュニケーション・指示］４名（４）

・非言語コミュニケーションを用いて接する

・子どもの視界に入り、やるべきことを描いて指示を

すると通りやすいなど様々な関わり方

【特別支援学校の教師の仕事を知る】８名

［教師間の連携の重要性］４名（４）

・教師間の連携の重要性

［家庭保護者との連携の強さ］３名（３）

・迎えに行く際に保護者と話をすることで、関係を築

き、児童の情報交換が円滑に行える

［授業の工夫］３名（３）

・視覚的支援をはじめとして、苦手分野を練習させた

り、意欲的に物事に取り組めるようにしたりするた

め、先生が子どもにあった支援物を作成されている

【障害や特別支援に関する学習意欲の向上】５名

［改めて考える機会］３名（３）

・肢体不自由児の教育について改めて考える機会になっ

た

［興味関心の高まり］２名（３）

・一人一人にじっくり向き合える指導にふれあこがれ

を感じた

［知識不足］２名（２）

・特別支援教育に関する知識不足を感じた

中部大学教育研究 No.19（2019）

―28―



【初めての経験】３名（５）

・知的障害を持つ子どもたちと関わるのは初めて。特

別支援学校での活動に戸惑っていた

・今までみたことのない特別支援学校の授業の様子を

見た

3．2 インターン校へのアンケート調査から

3．2．1 方法

2017年度より３年間、毎年複数名の学生の受け入れ

をしてくれた特別支援学校３校に対しアンケート調査

を行った。

実施時期：2019年６月～７月

対象：インターンシップを担当した教諭等

方法：以下の項目を記した質問紙をインターン校に郵

送し、回答後郵送にて返送してもらい回収した。

調査内容：

①教職インターンシップを行う意義の有無とその理由、

学生の変化

教職インターンシップを行う意義について、「意義

がある、まあまあ意義がある、あまり意義がない、意

義がない」の４件法による回答と、その理由を記述式

で尋ねた。また、「意義がある、まあまあ意義がある」

の回答に対して、実施したことよる学生の変化につい

て記述を求めた。

②大学の指導に対する意見・要望

今後、大学においてさらに指導が必要な内容につい

て記述を求めた。

③その他

その他実施に対する意見・要望について記述を求め

た。

3．2．2 結果

７名（小学部３名、中学部１名、研修部２名、教頭

１名）から回答が得られた。

① インターンシップの意義の有無とその理由、学生

の変化

意義の有無

「まあ意義がある」が６名、「あまり意義がない」

が１名であった。

その理由

「現場を体験するという意味ではそれなりの意義が

ある」「実際の学校現場を体験することで、教職に対

する理解が深まり、職業選択をする上でインターンの

経験が生かされると思う」「実際に現場でどのような

仕事をしているのか少しでも体験できると良い。対応

の難しい生徒がいるということを体験できてよい」と

いうように「現場を体験する」ということに意義が認

められているのに対し、「体験するだけならばボラン

ティアでいい。目的が明確でないように感じた」とい

う意見もあった。

また、「実習生でもボランティアでもない学生さん

に何をどこまで求めて指導しなくはいけないのかがよ

くわからない」という意見もみられた。

学生の変化

「積極的に子どもたちに関わる姿が見られるように

なってきた」「毎週同じ学級に入るので、子ども達と

の関係性が近くなっていったように感じる」「児童へ

の関わり方がよくなったと思う。自ら積極的に関わろ

うとする姿が増えた」「不適応行動がある生徒はどの

ような気持ちでこのような行動をしているのかという

内容を一緒に考えたところ、関わり方がとても良くなっ

た」というように、学生の児童生徒へのかかわりが積

極的になっていき、かかわり方が良くなっていくとい

う変化が認められている。また、「インターンシップ

を経験した学生は、教育実習の時に比較的スムーズに

実習に入れるように感じる」という印象も述べられて

いる。

② 大学の指導に対する意見・要望

服装やあいさつ、子どもに対する接し方など、学生

の態度についてさらに大学での指導を求める指摘があっ

た。また「どう子ども達と向き合うのか、将来どう障

害をもった人とかかわるか考え学ぶ必要がある」との

意見があった。

③ その他

依頼手続きのスケジュールについて改善を求める指

摘の他、「学生さんに何をやらせてあげれば良いのか

よくわからず『お手伝いのお兄さん』的な存在になっ

ていた。本人がどういう意志で来て、何を学んでいっ

たのかもいまいち分からない感じがしたので、目的や

内容をしっかり相互理解できると、より良くなるので

はないか」「学生が感じたこと、疑問に思ったことは

少しでも良いので記録に残し、担当職員が見て把握で

きた方が良い」との意見がみられた。

また、「少しでも多くの学生さんに特別支援学校教

員に魅力を感じてもらいたい」との記述があった。

3．3 学生への聴き取り調査から

3．3．1 方法

実施期間：2019年７月から８月

対象：2018年に特別支援学校教職インターンシップを、

2019年６月に特別支援学校教育実習を実施した

学生３名（Ａさん、Ｂさん、Ｃさん）。

方法：以下の調査内容について問いかけ、半構造化面

接の中で、自由に語ってもらった。

調査内容：

①教育実習を行う上で、インターンシップの経験は役
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に立ったか

②インターンシップでは、教師が行う仕事や学校の設

備・備品など特別支援学校に関する基本的な知識が

学べたか

③インターンシップと教育実習に違いはあったか。

④今後、後輩がインターンシップを行うにあたり、必

要と考えること他、感じていること

3．3．2 結果

① 教育実習を行う上で、インターンシップの経験は

役に立ったか

３名が同様に語ったのは、インターンシップと教育

実習で異なる学校種、学部、教育課程での体験ができ

ることであった。「教育課程が違うので活動はそのま

ま使うことはできなかったが、様々な子どもや教育課

程に触れることができた（Ａ）」「小学部と中学部の違

いがわかった（Ａ）」「他の学校を知ることができなかっ

たことは残念（Ａ）」「同じ校種（肢体）だったが、実

態の違う子どもを担当することができた（Ｂ）」「今ま

で知的の学校しか知らなかったが、肢体の学校や子ど

もも経験できた（Ｃ）」とのことである。一方、両方

とも同じ学校になった場合にも、「（実習では）インター

ンシップ先の先生が気にかけてくれた（Ａ）」という

良さがあることも語られている。

また、「慣れていたのでよく知っている先生がいた。

施設のこともわかって利用できた（Ａ）」「教育実習で

は『今までやったことあるの？』と聞かれ、インター

ンシップでの経験や、教育課程について答えることが

できた（Ｂ）」「特別支援学校の雰囲気を知っていたた

め安心感があった（Ｂ）」「どんなことを支援すればよ

いかを経験していた（Ｃ）」「時には生徒自身の成長の

ために手伝わないことも必要ということを知っていた

（Ｃ）」というように、３名とも実習前の特別支援学校

での経験が役立ったと語っている。

② インターンシップでは、教師が行う仕事や学校の

設備・備品など特別支援学校に関する基本的な知

識が学べたか

３名とも「肢体のみといっても実態は様々なのでま

だこれからだと思った（Ａ）」「設備は学べたけど、備

品はインターンシップで目にしたものだけ（Ｂ）」「教

育実習ほど詳しく学べてはいない（Ｂ）」「教育実習は

授業をすることもありたくさん詳しく教えてもらえた

（Ｂ）」「そこまでわからなかった（Ｃ）」というように、

この点に関してはあまり学べなかったという印象であ

る。

これらの点について具体的に学んだことや感想とし

て挙げられたのは、Ａは、「プール、浮き輪や教材の

多さがわかった。自立活動の時間に入れたのが理解に

つながった」「ティーム・ティーチングの難しさ、大

切さ」「複式学級」「生徒の情報共有」「ゆっくりと進

む授業。ひとつひとつを丁寧に扱う」「子どもたちの

実態を把握すること」、またＢは、「教育実習に使える

教材を探した」「教材の種類をたくさん教えてもらっ

た」「通常のクラスだったこともあり聞けば教えてく

れた」、Ｃは、「時には支援しないこと」「手を出しす

ぎないこと」を挙げた。

③ インターンシップと教育実習に違いはあったか

ひとつには、「主担当をするかしないか（Ａ）」「授

業を進めるという点（Ａ）」「子どもの一人一人を見る

だけでなく全体も見る必要がある（Ａ）」「ティーム・

ティーチングで副担当の先生方への依頼が難しい（Ａ）」

「実習は指導案の準備の時間にあてることもある。子

どもとずっと一緒にいるわけではない（Ｂ）」という

ように、実習では授業の主担当をすることに関連する

事柄があげられた。このことに関連して「実習の方が

大変だった（Ｂ）」「実習の方が先生として見てくれた

（Ｃ）」という違いもあるようである。

また、「インターンシップが週に１回という形態に

対し、実習は２週間継続（Ｂ）」して行うことによる

違いもあるようであり、例えば「継続しているから話

が分かる。インターンシップでは１週間の間のことが

わからなくて疎外感があった（Ｃ）」とのことである。

また、「学校、学校種によって規模や雰囲気、教室

環境が異なる（Ｂ）（Ｃ）」「先生のタイプによって対

応が違う部分がある（Ａ）」という意見も聞かれた。

④ 今後、後輩がインターンシップを行うにあたり、

必要と考えること他、感じていること

３名ともインターンシップは行った方が良い、有効

と答えており、具体的には次のように後輩へのメッセー

ジや感想を述べている。

Ａさん：「先生達と親しくなることは大切」「保護者

とのかかわりももててよかった」

Ｂさん：「あいさつはしっかりやるとよい」「学校が

変わっても先生同士よく知ってるし通じている」「子

どもとたくさん関わるとよいが、支援しすぎるのはダ

メ」「分からなかったら尋ねるとよい」「本人に聞くの

もよい」「楽しむことが大事」

Ｃさん：「１週間の間のことを先生に聞くとよい」

「先生に相談しながら子どもと関わる」「やりすぎてし

まうので、聞いてからやる」「一緒に行った人と情報

交換できたし、インターンは固定でないので部を超え

て見ると良い」

4 まとめと今後の課題

「インターンシップ活動報告書」、学生へのインタ

ビュー調査、インターン校へのアンケート調査すべて
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において、教職インターンシップの実施の意義と参加

学生に良い変化がみられることが示されていた。今後

は、具体的な目標に対する達成度や成果を検証してい

かなければならない。

教職課程コアカリキュラムにおける「教育実習（学

校体験活動）」の目標では、教育実習の一部として学

校体験活動を含む場合には、学校体験活動において、

「観察及び参加ならびに教育実習校の理解に関する事

項」「学習指導及び学級経営に関する事項」のうち次

の目標が達成されるよう留意する旨が記載されてい

る３）。「観察及び参加ならびに教育実習校の理解に関

する事項」については、一般目標として「幼児、児童

および生徒や学習環境等に対して適切な観察を行うと

ともに、学校実務に対する補助的な役割を担うことを

通して、教育実習校の幼児、児童又は生徒の実態と、

これを踏まえた学校経営及び教育活動の特色を理解す

る」ことが示されており、到達目標として「１）幼児、

児童又は生徒との関わりを通して、その実態や課題を

把握することができる。２）指導教員等の実施する授

業を視点を持って観察し、事実に即して記録すること

ができる。３）教育実習校の学校経営方針及び特色あ

る教育活動並びにそれらを実施するための組織体制に

ついて理解している。４）学級担任や教科担任等の補

助的な役割を担うことができる」とされている。また、

「学習指導及び学級経営に関する事項」については、

一般目標は「大学で学んだ教科や教職に関する専門的

な知識・理論・技術等を、各教科や教科外活動の指導

場面で実践するための基礎を習得する」であり、到達

目標には「３）学級担任の役割と職務を実地に即して

理解している。４）教科指導以外の様々な活動の場面

で適切に児童又は生徒と関わることができる」と示さ

れている。

学生の「インターンシップ活動報告書」には、これ

らの到達目標に示されている観点にあてはまる記述が

多数みられており、特に学生へのインタビューから、

上記の目標がほぼ達成できているのではないかと考え

られる。今後は、これらの目標をより意識しながら活

動していけるよう指導内容、評価方法等を精選してい

く必要がある。

また、調査全体を通して、インターン校担当教諭に

は、学生に求める内容や水準に関する差や戸惑いがあ

ること、学生には、実習とインターンシップ活動に対

する意欲や意識の差があることなども明らかになった。

ボランティアでも実習でもない「インターンシップ」

という枠における活動について、目的、内容、指導基

準などを明確化し、それらを学生・インターン校・大

学において相互理解を深めていくことが課題である。

今回の結果には、特別支援教職課程において特別支

援学校でインターンシップを実施することにおける特

有の意義と課題を検討するための重要な視点が多く挙

げられていたが、詳細に扱うことができなかった。こ

れらは、小学校における学校体験活動等との比較によっ

てより明確に示されることになると考えられ、今後の

課題としたい。
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trainingprogram,thiscoursebeganofferingaTeachingInternshipin2017,and

thisyearisitsthirdyear.Thisworkdescribesinternshipsin2017and2018,it

discussesthesignificanceofconductingtheinternship,anditexaminesissuesfor

thefuture.BasedondescriptionsinInternshipReportsbyinterningstudents,

internshipsaresignificantbecausestudentsascertaintheaspectsandatmosphere
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1 はじめに

看護者の責務は「顕在的・潜在的な健康上の問題に

対する人間の反応を診断して治療する」ことにある

（ANA 1980）。看護実践をする時に用いられる系統的

な思考過程が「看護過程」（アセスメント・看護診断・

目標設定・計画立案・実施・評価）であり、これは患

者と看護師が協同で看護ケアの必要性を判断し、ケア

を計画して実践し、結果を評価する一連の問題解決過

程である。看護実践は高度な科学的思考に基づいて行

われ、看護者はこの思考過程を理解すると同時に看護

ケアの質的向上のための看護過程についての内容を深

め、実践に役立てることが不可欠である。看護師養成

課程においてもカリキュラムに「看護過程」が設定さ

れ、講義・演習・実習も看護過程を基盤に、多くの時

間と労力が割かれている現状がある（古橋，2015）。

しかしながら、実際に看護過程を学ぶ初学者にとって

は、理解することに困難もあること（豊島ら，2005）、

看護過程に前向きになれない何らかの印象を抱く学生

も少なくない（前川，2015）ことも示されており、学

生にとって理解しやすい教授法について国内外におい

て多くの議論がなされている（Janet,2013;Lasater,

2009;松谷,2015）。

看護過程に関する看護基礎教育に関する先行文献を

概観すると、紙上患者の看護過程の展開を記載した学

生の学び（福間ら，2006）や、学生の自己評価（豊島，

2003）、教育方法に関する学生の評価（石塚，2005）

を分析したものはあるが、教員が学生の思考の特徴を

明らかにしたものや、学生にとって理解が困難な点に

ついて教員が客観的に分析したものは見当たらず、学

生の思考過程の実際を分析していくことが必要である

と考えられる。

中部大学では、１年次に開講される「看護学概論」、

「看護学概論演習」において看護過程の基礎的な知識

について教授する。２年次秋学期に開講される「看護

過程演習（２単位15時間）」においては、看護過程、

および看護過程の中核となる看護診断に関する概念お

よび基礎知識の理解と、紙上患者を用いて看護過程の

プロセスの実践について理解することを目的としてい

る。さらに、看護専門職者として必要不可欠な論理的

思考能力の習得を目指すことが掲げられており、単に

記録用紙の記載方法を教授するものではなく、思考過

程を培うことを重視して教育がなされている。学生は、

１名の紙上患者を想定して視聴覚教材を用いて実際の

患者像をイメージし、グループや個人で思考しながら、
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看護過程における看護学生のPES方式による思考過程の特徴

夏目 美貴子＊1・三上 れつ＊2

要 旨

本研究は、学生の思考過程を明らかにし、看護過程の教育を検討することを目的とした。中部大学におい

て看護過程演習を履修した学生を対象に、同意が得られた学生の期末試験の１問の解答について、記載内容

や記載数などを分析した。設問では、PES方式（Problem：看護診断、Etiology：原因・要因、Symptoms

& Signs：症状・徴候）で看護診断を記載し、このPES方式での思考を基に目標設定、計画立案を課した。

対象者108名のうち、105名の同意が得られ分析した（回収率96.2％）。看護診断をPES方式で整理した後の

目標設定の段階が、学生にとって困難であることが見受けられ、PES方式に基づいた論理的な目標設定につ

いての教育の工夫が必要であると考えられた。看護診断に医学診断名を挙げた学生は目標設定や計画立案に

は繋がっていなかったため、看護独自の役割と介入についてくりかえし指導する必要性が示唆された。また

看護診断とその原因・要因、症状・徴候について整理が十分でない状態で、計画立案を導き出している学生

も見られた。病態像の理解に基づき看護の視点に立った患者の全体像を捉えるような教育の工夫や、PES方

式で整理した情報を基に目標設定、計画立案することを強調する指導が必要であると考えられた。

キーワード

看護過程・看護学生・思考過程・PES方式

＊1 生命健康科学部 保健看護学科 講師

＊2 生命健康科学部 保健看護学科 特任教授



記録用紙に記載することで、一連の看護過程のプロセ

スをたどり、その内容について毎回授業時間でその学

習内容について教員の指導を受けながら理解を深めて

いる。この科目で学んだ後に、初めて実際の受け持ち

患者を担当する臨地実習を経験することになる。学内

で学んだ看護過程と看護実践との関連性をすぐには把

握できないため、学生にとって理解が困難な場合もあ

り、学生の思考過程の特徴や理解の程度をとらえなが

ら教授することが重要であると考えている。

今回、この科目終了時の期末試験（全５問）の中の

１問にて、模擬的な患者情報をいくつか示し、問題の

原因・要因、およびその問題による症状・徴候を明ら

かにし、PES方式（Problem：看護診断、Etiology：

原因・要因、Symptoms＆ Signs：症状・徴候）で

整理して、問題解決に向けての目標設定・計画立案す

ることを課した。この問題の解答を概観すると、学生

が十分な理解をしている部分や、理解が難しい部分な

どが散見された。学生の思考過程の特徴や、学生の理

解が不十分である部分や学生が捉え違いをしやすいと

ころを分析し、指導上の課題について明らかにするこ

とにより、看護過程の教育に関する基礎的な資料とな

りうると考えられる。

2 研究目的

本研究は、中部大学において看護過程演習を履修し

た学生を対象に、学生の思考過程を明らかにし、看護

過程の教育を検討することを目的とした。

3 本研究で用いる用語について

PES方式：看護師が用いる問題解決手法であり、看

護診断（Problem）について、問題が起こっている原

因・要因（Etiology）、問題により生じている症状・

徴候（Symptoms＆ Signs）について整理する方式

である。看護診断について、その要因を明らかにし、

改善する介入計画を考え、症状・徴候を観察し、看護

実践を評価できるように、論理的な考え方により問題

解決を目指す手法である。

4 研究方法

4．1 研究デザイン

記述的研究デザインである。

4．2 研究対象

研究対象は、中部大学において2018年度に看護過程

演習（２年次秋学期２単位）を履修した２年次の学生

108名である。

4．3 データ収集

データ収集は、2019年２月に実施した。分析対象は

以下に示す、該当科目の期末試験の全５問中の１問の

解答である。記録用紙には教員の指導内容やグループ

間で思考した内容についても反映されるために、学習

到達度の評価をすることは難しい。そのため、学生の

思考過程を反映すると考えられる、期末試験での解答

内容を分析対象とした。分析対象になった設問では、

PES方式（Problem：看護診断・Etiology：原因・要

因・SymptomsandSigns：症状・徴候）で看護診

断を記載し、目標設定、計画立案を課した。この設問

のねらいは、授業で行ってきた論理的に思考すること

ができているかを評価することにある。脳梗塞を患う

患者の情報を提示した理由は、授業内でも脳梗塞を患

う患者の看護過程のプロセスを学んでいるため、病態

について一定の理解ができていると考えられたためで

ある。履修した学生に同意を得て、期末試験の解答用

紙をコピーし、記名部分を切除しデータ化した。

4．4 データ分析

各解答について、Ａ：概ねの思考過程は理解できて

いるもの、Ｂ：思考過程は理解できているが、詳細に

ついては指導が必要なもの、Ｃ：思考過程の理解が不

十分であるもの、の３段階で評価をして、記載内容や
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記載した学生数について、記述的に分析した。この記

載内容の理解の分析については、研究者間で複数回の

検討を繰り返し、妥当性の確保に努めた。

4．5 倫理的配慮

対象の学生には、単位認定が終了した半年後の時期

に研究の趣旨・目的を文書と口頭で説明し、同意の有

無や解答内容は成績や今後の学習に一切影響しないこ

とや、解答用紙の記名部分は切除し、匿名化したもの

をデータ化する等の倫理的配慮の上で実施した。研究

の全ての過程は、所属大学の研究倫理審査委員会の承

認（20190017）を得た上で行った。

5 結果

該当科目を履修した学生108名のうち、105名の同意

が得られ、全てを分析対象とした（回収率96.2％）。

以下に看護診断・目標設定・看護計画立案について概

要を述べる。なお、「 」内に具体的な解答内容およ

び（ ）に理解の程度についての評価を示す。

5．1 看護診断

表１に、学生が記載した看護診断のPES方式の一部

について示した。

看護診断では、診断の定義と患者の状態が合致して

いる「嚥下障害（Ａ）」は60名（57.1％）、診断の定義

が患者の状態と異なる診断「誤嚥リスク状態（Ｂ）」

は９名（8.6％）、医学診断名である「（多発性）脳梗

塞（Ｃ）」の記載は24名（22.9％）であった。

問題の原因・要因では、「舌の右偏位（Ａ）」、「口角

の下垂（Ａ）」が各55名（52.4％）、「脳梗塞による右

片麻痺（Ｂ）」が51名（48.6％）、医学診断名である

「（多発性）脳梗塞（Ｃ）」が15名（14.3％）であった。

症状・徴候では、「食事時の咳込み（Ａ）」80名（76.2

％）、「口腔内の食物の貯留（Ａ）」63名（60.0％）で

あり、問題の要因にあたる「舌の偏位（Ｂ）」33名

（31.4％）や「口角下垂（Ｂ）」31名（29.5％）を挙げ

ている学生もいた。

5．2 目標設定

表２に、記載された長期目標および短期目標につい

て示した。長期目標については「嚥下障害が改善（Ａ）」

25名（23.8％）であった。「誤嚥を起こさない・誤嚥

しないで食事をすることができる（Ｂ）」は39名

（37.2％）であり、「一般食が食べられる（Ｃ）」など

表中にないものも含め、Ｃ評価された学生は18名

（16.6％）であった。短期目標について「食事中の咳

込みが減る（Ａ）」が64名（61.0％）、「貯留する食物

が減る（Ｂ）」32名（30.5％）であった。「左側で食べ

物を咀嚼できるようにする（Ｃ）」などＣ評価された

ものは８名（7.7％）であった。

5．3 看護計画の立案について

表３に立案された計画について示す。計画の記載に

ついては、観察計画、ケア計画、教育指導計画のほと

んどがＡ評価であった。

観察計画では「咳やむせこみ」39名（37.1％）、「口

看護過程における看護学生のPES方式による思考過程の特徴
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腔内食物貯留」31名（29.5％）など症状・徴候の観察

の他、要因や合併症症状などについても記載されてい

た。ケア計画では、「食事時の姿勢」89名（84.8％）、

「嚥下訓練」40名（38.1％）などが挙げられていた。

教育指導計画では、食事時の注意46名（43.8％）や嚥

下体操22名（21.0％）に関連する内容であった。

5．4 各段階の論理性について

105名中68名（64.7％）の学生は看護診断・目標設

定・計画立案の全ての段階でＡ・Ｂでの理解をしてい

た。Ｃの理解の部分があった学生は37名（35.3％）で

あった。そのうち看護問題の、Ｐ（看護診断）、Ｅ

（原因・要因）、Ｓ（症状・徴候）の記載について、医

学診断名である、「脳梗塞」を挙げていた学生の24名

については、全員が目標設定の段階において理解が十

分でない（Ｃ）と判断された。看護診断で「嚥下障害」

を挙げた60名中、この看護診断に導き出されている長

期目標が「嚥下障害の改善」は25名、この看護診断か

ら導かれる目標に合致しない「誤嚥の予防」は35名で

あった。

PES方式での記載についてすべての過程でＡ（概ね

の思考過程が理解できている）と判断された学生15名

中部大学教育研究 No.19（2019）
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表２ 学生が記載した主な長期目標及び短期目標

表３ 学生が記載した主な看護計画



（10.4％）の全員が長期目標または短期目標の記載に

ついて、Ａ（概ねの思考過程が理解できている）と判

断された。

6 考察

看護診断・目標設定・計画立案のすべての段階に通

じて、ＡもしくはＢと評価とされた学生は、65％程度

であり、この学生たちは看護過程のプロセスの概要に

ついてとらえることができたと考えられた。

看護診断の段階では、Problem（看護診断）で60％

程度、Etiology（原因・要因）52％程度、Symptoms

＆ Signs（症状・徴候）で76％程度がＡであり、半数

の学生の思考過程はできていた。しかしながら、看護

介入の期待される成果を記述する段階にあたる「目標

設定」では、長期目標の設定で思考過程が理解できて

いる（Ａ）とされたものは24％であり、理解が不十分

である（Ｃ）と考えられた学生は17％であった。また、

看護診断として「嚥下障害」を挙げている学生57.1％

のうち、この看護診断の原因・要因に合わせて、長期

目標を導き出した学生は24％程度であり、記述した看

護診断を基にした看護目標の設定をすることの理解が

不十分であることが推測された。このことから、患者

に起こっている事象と看護診断ハンドブックとの定義

の合致について再確認させること、ならびに看護診断

名を基に長期目標を設定する手続きについて、強調し

て指導する必要性が示唆された。

看護診断で約23％、原因・要因で約14％の学生は、

医学診断名である「脳梗塞」を挙げていた。看護診断

は看護師の責任で目標に到達するために必要な看護介

入を選択する基礎となるものであり、看護師が独自の

看護実践の守備範囲内で対処できる問題を記述するこ

とが重要である（三上，2014）。さらに、看護診断を

PES方式で記載する際に医学診断名で記載していた学

生が全員、目標設定の段階でＣとなるものを記載して

おり、問題を十分に捉えることができなくなっていた。

看護独自の機能と介入を意識するように、くりかえし

看護の責任範囲について指導することが必要であると

考えられた。

Problem（看護診断）に症状の原因・要因となるも

のや、Etiology（原因・要因）に症状・徴候にあた

るものを記載している学生もいた。看護学生は疾患の

理解に困難を感じており、教員や指導者の発問により

理解に繋げる実践例を示した先行研究もある（中村ら，

2014）。対象である２年次の学生にとっては専門科目

の授業で学習した疾患であってもその理解は難しく、

原因・要因から症状・徴候の起こるメカニズムを理解

した上で患者の全体像を捉えることは困難であったこ

とが考えられる。このことから、看護過程の事例演習

においては、病態の理解を促すと共に、症状・徴候の

原因について理解できるように、学習方法を検討して

いく必要があると考えられた。

具体的な看護介入を示す看護計画の立案については、

ほぼ全員が正解を導き出していた。学生は、具体的な

看護援助についてはイメージしやすく、計画に基づき

看護援助を実施することについては、入学直後の１年

次から学習している。一方で、問題解決法である問題

の特定や目標設定、解決策を導き出していく具体的な

援助方法については、２年次になって学習するため、

論理的思考が身についていないことが考えられた。

PES方式で整理した原因・要因や症状・徴候を基に

した論理的な思考過程と、病態の理解を基にした原因・

要因と症状・徴候の理解への指導の必要性が再確認で

きた。また、PES方式を用いた問題解決手法は日常生

活でも用いている方法であり、この思考過程を日常生

活から意識し、理解を深めるように教育をすることが

必要であると考えられた。

7 結論

本研究により以下のことが明らかになった。

１）65％の学生は看護診断のプロセスの概要は、とら

えることができていた。

２）理解が不十分であった項目は、記載した看護診断

から長期目標を導く過程であった。看護診断の記述

において、医学診断名を挙げた学生は23％おり、こ

れらの学生の全員が目標設定の段階から計画立案ま

で、論理的に思考することが不十分であった。

３）計画立案については、ほぼ全ての学生が解答でき

ていたが、原因・要因、症状・徴候を踏まえた論理

的に計画立案することについては理解が不十分であっ

た。

本研究では、看護学生のPES方式による思考過程の

特徴を明らかにし、看護基礎教育における看護過程に

関する教育の一部分について示唆を得ることができた。

しかし、対象が１大学の１学年の学生に限定され、授

業での教育内容にも影響を受けているため、看護学生

の思考過程の特徴として一般化することはできない。

今後は対象を増やして看護学生の思考の特徴の一般化

をはかるとともに、本研究で得られた示唆を基にした

教育内容について実践し、その効果についても検証し

ていく必要性があると考えられた。
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Abstract

Thepurposeofthisstudywastoclarifythethinkingprocessofstudentsand

toexaminetheeducationofnursingprocess.Forstudentswhotooknursing

processexercisesatChubuUniversity,weanalyzedthecontentsandnumberof

descriptionsoftheanswerstoonequestioninthefinalexamofthestudentswho

hadgiventheirconsent.Inthequestions,nursingdiagnosiswasdescribedinthe

PES Method（Problem:Nursing Diagnosis・Etiology:Cause/ Factor・

SymptomsandSigns）.Of108subjects,105consentswereobtainedandanalyzed

（recoveryrate96.2％）.AfterorganizingthenursingdiagnosiswiththePES

method,itseemsthatitisdifficultforthestudentstoreachthelong-termgoal,

anditisthoughtthateducationforlogicalgoalsettingbasedonthePESmethod

isnecessary.Thestudentswhogavethemedicaldiagnosisnametothenursing

diagnosiswerenotconnectedwithgoalsettingorplanning,suggestingthe

necessitytorepeattheroleandinterventionuniquetonursing.Therewerealso

studentswhocameupwithaplaninastatewherethenursingdiagnosisandits

causes/factors,symptoms/signswerenotwellorganized.Itwasconsidered

necessarytoprovideinstructionthatemphasizestheplanningofeducationbased

oninformationorganizedbythePESmethod,aswellaseducationthatcaptures

thepatient'soverallpicturebasedonanunderstandingofthediseasestate.
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Nursingprocess,Nursingstudents,Thinkingprocess,PESMethod



1 はじめに

1．1 介護職員初任者研修講座の開講に至った

経緯

本学は、以前より春日井市と連携し地域再生・地域

活性化に取り組んできた。また，各研究室単位でも

高蔵寺ニュータウンの高齢化問題などを通して研究活

動を展開してきた。2013年８月には、春日井市におけ

る諸問題に対する本学の取り組みが文部科学省が推進

する「地（知）の拠点整備事業」COC（Centerof

Community）に採択され活動を開始した。この事業

は自治体、産業各界と連携し、地域志向の活動を通じ

て学生の教育・人材育成に取り組み，地域の発展を重

層的に支える大学の取り組みを国が支援するものであ

る。なお、本学における申請タイトルは「春日井市に

おける世代間交流による地域活性化・学生共育事業」

である。この事業の一環として、2013年９月「CAAC」

を設立した。CAAC設立の目的は、シニア世代が本学

学生と共に学び、共に育つことを理想に掲げ、地域の

リーダーとなるシニアを養成することであり、シニア

が再学習する場を提供し資格や技術を身に付けて、再

雇用も視野に入れたセカンドライフづくりをめざして

もらうことである。CAACの授業カリキュラムを作成

するために高齢者を対象に調査を行ったところ、地域

の「高齢化」に関心のあることがわかり、さらに高齢

者の活動経験をいかした、資格取得ができる授業内容

が望ましいことが示された。また、高齢者の８割は、

大学生と共に学びたいと回答しており、若者との交流

を求めていることもわかった１）。

そこで、ワーキンググループを立ち上げ、超高齢社

会を迎えて社会的ニーズが高い介護系資格の取得、つ

まり、介護職員初任者研修課程の修了証明書を得るこ

とができるよう授業科目名を「介護初任者講習講座」

として開講することを検討した。この授業を受講し、

介護関係の資格を取得すれば、身近な人たちや地域に

暮らす人たちに対して、在宅介護サービスの情報や技

術を提供し、新たな地域活動を担っていくことができ

るのではないかと期待される。また、カリキュラムは、

１年次に「高齢者福祉と介護保険法」を学び、学修の

積み重ねとして、２年次秋学期選択科目（３単位）と

して開講することを計画した。

また、本学学生が、少人数ではあるが介護関係の職

業を選択していること、介護職員は社会的ニーズが高い

こと、将来多様な介護系資格の取得につながるなど、

本学学生に対しても有益な資格内容だと考えた。そこ

で、本学学生もCAAC受講生とともに介護職員初任者

研修課程の修了証明書が得られるように「介護初任者

講習講座」を「介護職員初任者研修講座」という名称

とし、キャリア支援課と共催で開講することとした。こ

のようにして「介護職員初任者研修講座」を高齢者と

学生が一緒に学ぶ共育の場と位置づけ、その成果につ
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介護職員初任者研修講座を通して共育の学びの意義

－高齢者と大学生の世代間交流－

藤丸 郁代＊1・松尾 直規＊2・對馬 明＊3・宮本 靖義＊4

要 旨

中部大学アクティブアゲインカレッジ（以下、CAAC：ChubuUniversityActiveAgainCollege）に

おいて、2015年度から2018年度の４年間で４回、「介護職員初任者研修講座」を開講した。この講座は高齢

者がセカンドライフづくりとして介護系の資格を取得することを目的としている。また、同時に本学学生が

将来介護に関する職業に就くための支援として資格を取得できるように計画されている。そして、CAAC受

講生21名、学生29名がこの講座の課程を修了した。この講座を通して、高齢者と学生が一緒に学ぶ「共育」

の場が得られたので報告する。

キーワード

介護職員初任者研修、高齢者、大学生、共育

＊1生命健康科学部 スポーツ保健医療学科 准教授 ＊2工学部 都市建設工学科 教授／COC推進センター センター長

＊3生命健康科学部 理学療法学科 教授 ＊4生命健康科学部 理学療法学科 准教授



いて、受講の様子やアンケート結果、グループワークの

記録などをまとめて報告する。

1．2 介護職員初任者研修とは

平成25年４月、介護保険法の改正によって「介護職

員基礎研修課程・訪問介護に関する課程１級～３級」

（通称、ホームヘルパー課程と呼ばれていたもの）が

「介護職員初任者研修課程」へと名称が変更された

（介護保険法施行規則第22条23項）２）。この法律の改正

の大きな理由は、施設や在宅において質の高い介護サー

ビスを安定的に提供できる介護職員を確保するためで

ある。よって、「介護職員初任者研修課程」は、最低

限の介護の知識や技術とそれを実践する際の考え方の

プロセスを身につけ、高齢者や障がい者（児）に対し

て日常生活を中心にした基本的な介護業務を行うこと

を目指した実践的な内容となっている。そして、研修

課程を修了することによって、都道府県知事による認

定資格（修了証明書）が与えられ、介護業務を担う専

門職の資格を有することとなる。なお、修了後は、実

務経験を経てから「介護福祉士（国家資格）」さらに

「認定介護福祉士」へと介護職員のキャリアの方向性

が示されている。

1．3「介護職員初任者研修課程修了証明書」

を得る要件

介護職員初任者研修課程は、都道府県または都道府

県知事が指定する事業者（以下、事業者という）が実

施しなければならないことが定められている。研修課

程は、厚生労働省が示した介護職員初任者研修におけ

る介護職員の到達目標（①幅広い利用者に対する基本

的な介護提供能力の修得②今後の制度改正や新たな課

題・技術・知見を自ら把握できる能力の獲得など）に
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表１ 介護職員初任者研修講座 日程表



向けて、研修内容、研修時間や講師の要件などが詳細

に定められている３）。具体的な実施内容は（表１）の

とおりである。講義（７日）・生活支援技術と実技試

験（７日）・振り返り（実習１日）計90.5時間および

自宅学習（添削レポート）39.5時間を合わせて130時

間で構成されている。すべての内容を受講し、修了試

験に合格すると「介護職員初任者研修課程修了証明書」

が事業者から発行され、都道府県知事が認定した資格

を得たことになる。

2 本学「介護職員初任者研修講座」の内容

本学「介護職員初任者研修講座」は、Ｓ事業者に依

頼した。Ｓ事業者には、この講座が本学のCAACの授

業科目であることと、高齢者と学生が一緒に学ぶ共育

の場であることをふまえて、大学での講座を開講して

もらった。通常は３か月間を要す講座であるが、本学

は８月の夏休みを利用し、お盆中を除き16日間の日程

で行った。また、受講者が全員、介護ディサービスや

訪問介護の現場実習ができる内容になっている。Ｓ事

業者が行う開校式・修了式のほかに、本学独自の開講

式・閉講式およびグループワークを行うことで、高齢

者と学生が交流する環境を設けた。CAAC受講生へは

事前に授業ガイダンスを行い、また、学生に対しては

キャリア支援課からチラシの配付および一斉メールに

て周知を行い、CAAC受講生と学生が一緒に学ぶ場で

あることを伝えた。

受講費用は、テキスト代を含め、CAAC受講生は

53,000円、学生は46,000円であった。講習場所は、22

号館内２階のCAAC講義室、55号館の実習室で行った。

CAAC受講生は、３単位修得条件として、毎回学習記

録、修了後のまとめのレポートを課した。また、学生

には、修了後の感想レポートの提出を求めた。

3 受講状況

2015年度から2018年度の４年間でCAAC受講生23名、

学生29名と52名が受講し、修了者50名（修了率96.2％）

が介護職員初任者研修課程修了証明書を得て資格を取

得した（表２）。学生受講者は、生命健康科学部が12

名と最も多かったが、人文学部８名、応用生物学部３

名、経営情報学部３名、国際関係学部２名、工学部１

名と、いろいろな学部から受講にきており、全員が修

了することができた。研修の受講動機は全員が「資格

を得たい」であった。また、「介護に関心がある」と

答えていたものは10名、「将来介護の職に就きたい」

は8名であった。夏休み中の集中講習、日々の添削レ

ポート、実技・修了試験と日程的にかなりハードであっ

たのにもかかわらず、「楽しく講座をうけることがで

きた」「講師の先生の話が実践的でわかりやすかった」

などという意見があった。「この講座について満足で

あったか」という質問に対して全員が「ほぼ満足した」

と答えていた。なお、講師は介護福祉士、社会福祉士

の資格をもち、経験の豊かさをふまえた講義内容は、

CAAC受講生にとって、「介護というのは暗いイメー

ジだったけど明るいイメージに変わった」など新たな

視点で捉えることにつながった。学生は、「このタイ

トな日程で修了することができるかどうか不安があっ

たけれど、講師の先生がやさしく教えてくれたのでよ

かった」などの意見があった。

4 講座の様子

積極的に講師に質問をするCAAC受講生の受講態度

をみて、学生は「教科書にないことを質問するので、

勉強になった」と言っていた。ある学生は、講義内容

をまとめ、翌日全員に資料として配付していたことか

ら、相乗効果がある学習がみられた。

CAAC受講生は、「技術の手順がなかなか覚えられ

ないし、きれいにできない。学生さんは、１回で覚え

て、サッサとできる」と学生の記憶力と技術の取得能

力の高さを認め、学生から何度も教えてもらっていた。

介護職員初任者研修講座を通して共育の学びの意義
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写真１ 講義を受ける

写真２ ベッドメイキングの練習

表２ 受講状況



利用者役は学生、介護者役はCAAC受講生である。

利用者の着替え、靴の履かせ、車いすに移乗という一

連の生活介助をお互い見守りながら学んでいた。看護

や医療を学んでいる学生は、CAAC受講生だけでなく、

他学部の学生にもアドバイスをし、学生間の交流がみ

られた。

事例に対して、効果的な援助を行うにはどのように

したらよいかグループで話し合っているところである。

CAAC受講生も学生も、初めてのことなので、どのよ

うに事例をとらえて、どのように実施するか、プラン

を立てることはかなり難しかったようである。一方で

「個々の考えや知識、経験度が違うので、話し合うの

も楽しかった」と感想を述べていた。

写真５は、CAAC受講生と学生が一緒になって考え

た献立である。CAAC受講生の料理の経験と応用生物

学部の学生の専門知識が取り入れられている。

基本的な生活介助技術試験である。CAAC受講生は、

何回も自主練習を行い試験に臨んでいた。この様子を

みて、高齢者が物事に真剣に取り組む姿勢を学生は強

く感じていた。

講座修了後のグループワークでは、受講生はそれぞ

れの実習の体験を話し、その内容について話し合い、

さらにＳ事業所の担当者の方からコメントをいただき、

講座全体のまとめを行った。

5 アンケート調査結果

修了後、受講生にアンケート調査を行った。「講座

の内容で関心をもったことは何か」という質問に対し

て、CAAC受講生と学生が共に関心が高かったものは

「介護の役割」、次に「自立支援」「介護サービス」「生

活支援」であった。（図１）

「CAAC受講生と学生はお互い交流ができたと思う

か」の質問に対しては、両者とも「できた」と回答し
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写真３ 着替えの介助

写真４ 介護プランの立案

写真６ 実技試験の様子

写真７ 講座修了後のグループワーク

写真５ 糖尿病の食事の一例



ていた。「研修をCAAC受講生と学生が一緒に学ぶこ

とについてどのように思うか」という質問に対しては、

CAAC受講生が全員、学生は88％が「大変よいと思う」

と回答し、両者ともが一緒に学ぶことはよいと思って

いた。CAAC受講生は、「若者のたくさんの人生経験

や考えを知ることができる」「学生さんはとてもまじ

めである」学生は「世代間でいろいろな価値観があり、

学ぶことができた」「普段大人の話をきくことが少な

いけれど、講座ではいろいろ話ができた」「CAAC受

講生は元気であった」などの意見があった。また、

「講座を他の方に勧めたいと思うか」の質問に対して

は、全員が「思う」と答えていた。

今後、介護に関係する職業に就いてみたいと思うか

という質問に対しては、CAAC受講生は89％、学生は

73％が「思う」と回答していた（図２）。現在、実際、

CAAC受講生の２名は介護に関する職に携わっている。

6 まとめ

本報告は、CAAC受講生と学生が一緒に学ぶ共育の

場について示すものである。講座では、基本的な介護

の知識や技術を学び、現場実習を行った。それぞれの

学習の場で、受講生同士の交流があったことが示され

た。

また、アンケート結果からもCAAC受講生や学生自

身、交流があったことを認識していた。

CAAC受講生と学生とが交流する場として講座修了

後にグループワークを設けた。ここでは、「介護ディ

サービスや訪問介護の様子や利用者（介護の対象者）

とゲームや遊びを一緒に行ったり、食事を作ったりし

たこと」、「家の掃除などでかかわったこと」など、自

分が利用者に対してどのようにかかわったのか受講生

一人ひとりが具体的な報告をした。CAAC受講生と学

生が、同じ利用者に接したり、同じ施設で実習したこ

ともあって、その時の介護の提供のねらいはどのよう

なことだったのかを話し合うことができた。また、

「介護職員と利用者の間に信頼関係が築かれていると

思った」「介護職員は利用者から話を聞き出していた」

「利用者が楽しそうであったのは、介護職員の働きか

けがあるからだと思った」「介護職員が利用者のコン

ディションを把握していた」など介護職員の活動を受

講生は観察していた。講座で関心を持ったことのうち

最も割合が高かったことは「介護の役割」であったこ

とからも、受講生が共に「介護の専門職」の立場で利

用者にかかわることを考えたのではないかと考えてい

る。

CAAC受講生は、「講座を積極的には受けようとは

思っていなかったが終わってみて受講してとても良かっ

た」、学生は「とても楽しい講座だった」という意見

が大半であった。そこには、受講生が協力し合って講

習を修了し、目標達成という成果が得られた上に、本
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図１ 講座で関心をもったことは何か

図２ 介護に関係する職業に就いてみたいか
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講座を一緒に学ぶ中で、受講生一人ひとりが介護の専

門職としての視点をもつことができたと実感したので

はないかと考えられた。

7 おわりに

本講座は多くの受講生が資格を得ることができた。

シニアと本学学生が共に講義や実習、さらに現場実

習の体験を振り返る学習環境を提供することで、共育

の場での学びがあったことが明らかになった。本講座

を通し，文部科学省への申請タイトルである「春日井

市における世代間交流による地域活性化・学生共育事

業」が実践できた事例と考えられる。
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写真８ 受講生全員が協力して取得した修了証明書
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Abstract

For4yearsfrom2015to2018,ChubuUniversityActiveAgainCollege（CAAC）

initiatedacareworkerinductioncoursefortheCAACstudents（elderlypeople）

andtheuniversitystudents.ThepurposeofthiscoursewasfortheCAAC

studentstohavecareworkerqualificationstoimproveandfulfilltheirsecond

life.Atthesametime,wealsohadexpectationsforourstudentstoobtain

qualificationsthatcan beapplied foremploymentin futurecare-related

occupations.Twenty oneCAAC studentsand 29university studentshad

completedthecareworkerinductioncourseandtheyreceivedacertificateof

qualification.Thisresearchshowsaplaceofeducationwhereelderlystudentsand

younguniversitystudentscanlearntogetherandcreateamutualunderstanding

ofeachother.

Keywords

careworkerinductioncourse,elderlypeople,universitystudents,mutualeducation
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1 研修の概要と目的

生命健康科学部スポーツ保健医療学科においては、

ディプロマ・ポリシー（DP）にあるように、健康運

動・スポーツ、救急救命の技術を活用する専門家・社

会人として、健康社会の実現に貢献できる人材の育成

を進めている。

その一環としての海外研修については、米国パラメ

ディック（救急救命士）および健康運動指導の現状を

学び、学生のキャリア形成に還元することを目的に、

2017年３月、米国ロサンゼルスにおいて第一回海外短

期研修を実施し、18名の学生が参加した１）。

そして2019年３月、第二回海外研修を実施したので

その内容を振り返るとともに、学生の学びから研修に

おける今後の課題を明らかにし、次回研修の充実を図

ること、また、本学科海外研修について広く情報共有

することにより、大学全体の国際化促進に貢献するこ

とを目的としてここに報告する。

2 研修の内容

2．1 事前研修

2018年３月、スポーツ保健医療学科学生全員に海外

研修概要についての資料を配付、説明会日時を周知し

た。2018年５月には、研修参加者募集説明会を実施し

た。説明会にて前回の研修参加学生２名に学びの経験

を話してもらい、参加者の興味・関心を高める工夫を

行った。

参加者確定後、事前アンケートを行った。海外旅行

経験、英会話の自信、学習の準備状況、健康状態（ア

レルギー・持病等）および疑問点等を把握し、担当教

員間で情報共有した。

大学主催の海外研修参加者に対する危機管理オリエ

ンテーションに加え、2019年２月、旅行企画・実施者

である日通旅行株式会社の担当者と共に、渡航前説明

会を実施した。事前アンケートより、海外旅行経験の

ない学生が参加者の過半数を占めていたことから、旅

行時の注意点等について詳細な説明を行った。また、

研修に対する質問についてはSNSを活用し、参加者

全員で共有した。

2．2 研修日程および内容

研修は2019年３月12日より３月17日までの６日間に

渡り実施された。研修には学生25名、教員２名が参加

した。

第一日目：出国、中部国際空港から成田空港を経由し

ロサンゼルスへ。到着後市内研修

第二日目：ロサンゼルス・チルドレンズ・ホスピタル

視察、午後自由行動

第三日目：ユニフォームショップ見学、AMR視察お

よびパラメディック実技研修、ファイアーステーショ

ン視察、リバーサイド・コミュニティ・カレッジに
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スポーツ保健医療学科第二回海外短期研修を終えて

岡村 雪子＊１・馬場 礼三＊２・堀田 典生＊３・北辻 耕司＊４・繁野 行宏＊５

要 旨

2019年３月12日から３月17日の６日間、米国ロサンゼルスにおいて、パラメディックおよび健康運動指導

の現状を学び、学生のキャリア形成に還元することを目的に、生命健康科学部スポーツ保健医療学科第二回

海外短期研修を実施した。本学科１年生から３年生まで25名の学生が参加し、教員２名が同行した。主な研

修内容は米国パラメディックおよび健康運動指導の視察であった。パラメディック研修では小児病院救急搬

送部門、救急救命士養成学校、民間救急業務会社において講義、実技研修、施設見学を行った。運動指導研

修では、大学アスレチックトレーナー養成課程において講義、トレーニング体験、施設見学を行った。研修

における学生の学びから、次回以降より充実した海外研修実現に向けての課題を明らかにすることができた。

キーワード

海外研修、留学、パラメディック、アスレチックトレーニング、医療機関

＊1中部大学生命健康科学部スポーツ保健医療学科 講師 ＊2中部大学生命健康科学部スポーツ保健医療学科 教授

＊3中部大学生命健康科学部スポーツ保健医療学科 准教授 ＊4中部大学生命健康科学部スポーツ保健医療学科 助教
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てパラメディック実技研修

第四日目：午前自由行動、午後カリフォルニア州立大

学フラートン校にてアスレチックトレーニング研修

第五、六日目：帰国、ロサンゼルスから成田空港を経

由し中部国際空港へ

2．3 ロサンゼルス・チルドレンズ・ホスピタル

院内救急搬送部門の一員である看護師より、病院お

よび救急搬送チームの概要について説明があった。搬

送チームは医師、看護師、救急隊員（EMT）等から

構成され、重篤な疾患を持つ小児を、安定した状態で

安全に病院間搬送することを目的とした活動を行って

いる。年間搬送件数は州外や海外も含め約2500件であ

る。

活発な質疑応答の後、病院屋上の救急搬送ヘリポー

トを見学した。搬送に要する人件費やメンテナンス費

用は全て寄付によって賄われ、患者負担はないとのこ

とであった。

その後ER外傷ルームや救急車内を見学し、資機材

を見せていただいた。搬送チームにおいて資機材の準

備、運転、ケアのサポート等を担っているEMTより、

自分自身の健康を守ることも長く働き続けるためには

必要であり、そのために自動ストレッチャー等最新機

器も活用しているといった説明があり、実際の使用方

法を見学することができた。

2．4 AMR

AMRは米国最大規模の民間救急業務会社であり、

リバーサイド郡を管轄するAMRにはパラメディック

を中心に数百名の職員が在籍している。

社内の見学をしながら、指令室、資機材庫、救急車

等について説明を受けた。資機材庫では、パラメディッ

クが出動時に持参する資機材一式を見せて頂いたが、

かなりの重さがあり、学生は大変驚いた様子であった。

実技研修として気管挿管、心肺蘇生法、外傷ケアを

行った。多くの救急救命処置があるが、一つのやり方

にとらわれず、試行錯誤しながらよりよい方法を追究

しているとのことだった。学生は職員や通訳者のサポー

トを得て、時に学生同士助け合いながら、意欲的に実

習に取り組んでいた。

実技研修終了後、AMR職員がハンバーガーランチ

を振る舞ってくださった。学生は真剣な表情を緩め、

リラックスした様子で昼食を楽しんでいた。

2．5 ファイアーステーション

リバーサイド郡消防署を訪問した。５日前に納入さ

れたばかりだという新型の消防車を見せて頂きながら、

資機材の説明を受けた。救助に使用するはしごを担い

だり、ドリルを持たせて頂いたり、学生は興味津々の
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写真１ 病院屋上ヘリポートにて

写真２ EMTより救急車設備の説明を受ける

写真３ 心肺蘇生法の講義・実習

写真４ AMR職員と共にランチをとる



様子であった。消防服や酸素ボンベ等で約45㎏、それ

に加えて35㎏のはしごを一人で持って救助活動にあた

るとのことで、それらに耐えうる体力を維持するため、

日々トレーニングを欠かせないと話されていた。

消防署内の見学をしながら、消防官は上下関係が厳

しいがそれはお互いの生命、安全を守るためであるこ

と、一方で、食事時などは上下関係を問わずリラック

スして話し合い、任務上のストレスを和らげるなど家

族のような一面もあるとのお話を伺った。

どの消防職員も終始フレンドリーで、学生の質問に

も丁寧に答えてくださったのが印象的であった。

2．6 リバーサイド・コミュニティ・カレッジ

パラメディック養成・研修施設であるリバーサイド・

コミュニティ・カレッジでは、３グループに分かれ実

技研修を行った。

１つ目は気管挿管、２つ目は静脈路確保および骨髄

穿刺、３つ目は心肺蘇生であった。日本では救急救命

士が骨髄穿刺を行うことはできないが、米国では肥満

者など静脈路確保が困難な場合に、パラメディックが

骨髄穿刺による輸液を行うとのことだった。

学内実習未経験の１・２年生にとっては難しい部分

もあったようだが、現地インストラクター・通訳・本

学科３年生のサポートにより最後までやり通すことが

でき、達成感を得られた様子であった。

2．7 カリフォルニア州立大学フラートン校

アスレチックトレーナー養成プログラムの講義およ

び実習を体験した。

最初にアスレチックトレーナー（AT）の役割、責

務、雇用機会、教育要件、カリキュラム等について講

義を受けた。フラートン校では大学院修士課程におい

てAT養成を行っており、講義と臨床実習が同時並行

で実施されている。臨床実習では医療機関だけでなく、

高校や大学の競技スポーツチームへの同行もある。

実習ではファンクショナル・ムーブメント・スクリー

ニング（FMS）の体験を行った。FMSは身体の可動

域を知るためのスクリーニング方法の一つである。

ATは競技シーズン前後で選手にFMSを実施し、問題

点が見つかれば早期に対処し、悪化予防につなげてい

るとのことであった。

講師より「ATは応急処置を行う場面も多々あり、

そのための知識や技術の習得が欠かせない」との話が

あり、学生からは「運動指導と救急救命は深く繋がっ

ていることがわかった」との感想が聞かれた。
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写真５ はしごを担ぐ体験

写真６ 新型消防車にて記念撮影

写真７ 骨髄穿刺の実習

写真８ FMSについての講義



2．8 自由行動

研修２日目および４日目に、それぞれ半日ずつ自由

行動時間が設けられた。学生は、映画のロケ地ともなっ

たグリフィス天文台で夜景鑑賞、ハリウッドでのショッ

ピング、サンタモニカで夕陽を眺める、アウトレット

モールでのお土産探しなど、思い思いに楽しいひと時

を過ごしていた。

ファストフード店での注文や硬貨の使い方に戸惑う、

呼んだはずのタクシーが来ず門限に大幅に遅刻するな

どの出来事もあったが、いずれも学生にとっては貴重

な学びの経験となったようである。

3 研修に対する学生の意見・感想

帰国後学生に実施した、本研修内容についてのアン

ケート結果を表１に示す。

回答は参加した学生25名中24名から得られた。学年

では１年生が最も多く、卒業後の進路としては消防官

や救急救命士を目指す学生の割合が最も高かった。

訪問場所については「良かった」と回答した者、実

施時期・期間共に「適切」と回答した者、金額につい

て「適切」と回答した者の割合が最も高かった。

満足度ベスト１の訪問場所として「AMR」「ファ

イアーステーション」を挙げた学生の割合が高かった。

消防官・救急救命士を目指す学生が多く参加していた

ことに加え、職員との交流や実習体験があったことで、

学生の関心が更に高まったためと考えられる。

研修全体の満足度としては、平均は90点台であった。

60点と答えた学生もあったが、つまらなかったという

消極的な感想ではなく「今後の目標を明確にでき、普

通では学べないことを学べた。今後更によりよい研修

を実施してほしい」との意見であった。他の学生から

は「現場を実際に見て、話を聞き、質問できて体験も

できるのだから、費用以上の価値があると思う」「初

めての海外研修で不安があっても、友人、先輩後輩、

教員、添乗員がいて相談できるので安心だった」等肯

定的な意見が多く聞かれた。

研修の改善点で多く挙がっていたのは「運動指導に

関する企画を増やしてほしい」というものであった。

今回の研修はパラメディックと運動指導の混合プロ

グラムであったが、パラメディックの企画が多く、運
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写真９ FMSの体験

写真10 サンタモニカビーチにて

表１ 研修内容についての学生アンケート結果



動指導者を目指す学生からは、物足りないとの意見も

聞かれた。救急救命士を目指す学生においても、これ

までスポーツに取り組んできた経験から「もっと体を

動かす機会があるとよかった」との声も聞かれた。

研修プログラムについては学生の意見を反映させな

がら、今後より満足度の高い研修となるよう検討を重

ねていきたい。

4 帰国報告会

帰国後、研修での学びを共有するため、帰国報告会

を実施した。訪問場所ごとに参加学生全員をグループ

に分け、プレゼンテーション形式による報告を行った。

学びの総まとめは４年生（参加時は３年生）が行った。

救急救命士を目指す学生からは「日本と米国ではそ

れぞれの国にあった救急体制があることがわかった」

「日本と米国の違いを知ることで、日本の救急医療体

制を見つめ直すことができ、学んだことを今後現場で

活かしていきたい」との発表があった。運動指導者を

目指す学生からは、研修で学んだFMSを聴衆に体験

してもらうなど発表に工夫を凝らしつつ、目的を持っ

て指導を行うことが重要であること、多角的なものの

見方を身につけるためぜひ留学にチャレンジしてほし

いとのメッセージがあった。

当日の参加者数はスポーツ保健医療学科学生129人、

教員６人、合計135人であった。

発表を聞いた学生からは「それぞれ学んだことや体

験談などがわかりやすくて、何を学びに行くのかよく

理解できた」「参加してみたいと思った」「興味はなかっ

たが、発表を聞いてとても関心を持った」等々、海外

研修に対する肯定的な感想が多く聞かれた。

5 医師・看護師からみた本研修内容

本研修、とりわけ、ファイアーステーションでの救

急蘇生実習は本学科学生たちにとって興味深く有意義

なものであったと感じた。そこで医師の視点から感じ

たのは、医学的根拠に基づいた手技の習得の重要さで

ある。また、その視点から、アスレチックトレーナー

領域においても医学的根拠に基づいた実践の重要性を

学び取ってくれたものと信じている。

「患者は最悪の状況にいる。しかしそれを決して望

んだ訳ではない。患者を最大限いたわること、患者の

状態を安定させること、そのサポートができることが

やりがいである」と、ロサンゼルス・チルドレンズ・

ホスピタルのガイド担当看護師が話してくれた。これ

は看護師のみならず、多くの医療専門職にとっても共

感できる部分ではないだろうか。学生にはこれから様々

な経験を積み、医療専門職として何を大切にするのか、

自分なりの価値観を築いてほしいこと、そしてそれを

サポートするのが教員の役割であることを実感した海

外研修であった。

6 救急救命士からみた本研修内容

出場件数の増加に伴い、日本における自治体消防の

救急隊員の負担を減らすため、2019年８月に厚生労働

省は、病院に所属する救急救命士ら消防機関に属して

いない救急救命士が活動しやすくする方針で、病院の

救急車を使った緊急性の低い転院搬送などを想定し、

地域や病院への研修を始めるといった内容で、事実上

消防機関に限られてきた救命士の活躍の場を消防以外

にも拡大するという内容である。今後この動きはどん

どん進んでいくことが予想され、これはアメリカで行

われている民間の救急サービスにも似たものといえる。

そういった動きが今後日本で広がりを見せる中、アメ

リカで最大規模の民間救急業務会社「AMR」の業務

を見学できることは、日本の民間救急サービスにもア

メリカと同じようなシステムで業務ができるかどうか

といった、日本とアメリカの違いを見ることのできる

良い機会であると考える。日本の民間救急サービスは

まだこれから広がりをみせるなかで、日本に合った救

急サービスとはどのようなサービスなのかを本場アメ

リカの救急体制を見学する中で考え、自治体消防だけ

ではなく幅広い救急システムをこの海外研修で学べる

のではないかと考える。

日本国内においても救急需要の増加は止まらず、そ

れに伴い救急出場件数も増加している。公的救急機関

『MEDIC-ONE』が現場でトリアージを行い緊急性の

低い傷病者は救急搬送の対象としておらず、民間救急

機関『AMR』が搬送するシステムがある。緊急度・

重症度の高い傷病者への救護が、救急要請した場所か

ら直近の救急隊が対応できない問題が国内でも生じて

いる。公的救急機関と民間救急機関のシステムがまだ

実現していないのが現状である。日本とアメリカとの

病院前救護体制の違いを学び、日本で抱えている問題

をどのように検討していくかをこの海外研修で学べる
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写真11 帰国報告会での発表



機会でもあると考える。

7 健康運動指導者を養成する立場からみた本

研修内容

本学科においては、健康運動の指導者と救急救命士

の養成が社会貢献の一つの在り方である。本研修では、

前回の研修１）同様に、運動やスポーツの視察時間が、

パラメディックや医療関係のそれらに比べて少なかっ

た。事実、学生からのアンケートにおいてもそれを指

摘する声があった。

アスレチックトレーニングとは、「スポーツ選手が

最高のパフォーマンスを発揮するためには、選手の体

力や技術をよりいっそう高め、外傷・障害・疾病など

に伴う影響をより少なくするためのコンディショニン

グ」２）とある。従って、アスレチックトレーニング研

修が、健康運動の指導に学生が自らつなげられるよう

な仕組みづくりも必要かもしれない。

前回の研修の記録１）でも触れたが、研修先の近くに

ロマリンダという健康的な生活をしている世界的に有

名な場所の一つがある。そこでの研修が実現できるこ

とを今後期待する。また、本研修にてパラメディック

と健康運動の指導をどのように関連させるのかの仕組

みづくりも今後の課題となり得る。

8 まとめ

本研修に学科教員が同行する意義は以下の通りであっ

た。（1）研修中は通訳者が同行し学びをサポートして

いるが、学生が通訳者を有効活用できるよう教員から

質問を促すことで、研修における学生の深い学びが達

成された。（2）研修の各場面において、学年混合のグ

ループを即座に編成させることで、上級生が下級生を

サポートする、あるいは下級生の質問が上級生の学び

を深めるなど、学生間で互いに支え合うことを可能に

した。（3）研修が安全に進行するよう現地担当者と連

携することで、海外渡航が初めてである学生が心身と

もに良い状態にて研修に臨めた。

前回の研修報告１）でも述べたが、研修に携わった教

員が多職種であったからこその強みを活かし、パラメ

ディックと健康運動指導の繋がりを学生が深く理解で

きるよう、更に充実した研修を構築していきたい。
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教育スケッチ

《エッセイ》



1 はじめに

最近、17色のカラフルなロゴ（図１）を見かける機

会が多くなった。これは2015年の国連サミットにおい

て採択された「持続可能な開発目標」（Sustainable

DevelopmentGoals：SDGs：エスディージーズ）を

進展させていくためのロゴで、多くの企業や団体が

SDGsの趣旨に賛同していることを示している。中部

大学は国際ESD・SDGsセンターを設立し、中部大学

春日丘高等学校は文部科学省よりスーパーグローバル

ハイスクールの指定を受け、「持続可能な開発のため

の教育」（EducationforSustainableDevelopment：

ESD）を通じて、SDGsに積極的に取り組んでいる。

私はJICA青年海外協力隊の看護師として、開発途

上国の保健ポストで、現地の看護師と共に働いた。こ

の経験から、今春、私は保健看護学科１年生が受講す

る「看護学概論」の研究授業として「国際看護」の単

元を担当する機会を得た。その際、受講生に実施した

アンケートでSDGsについて「知っている」は88名中

１名のみであり、これは、一般企業が2018年9月に高

校生に行った調査：SDGs認知度18％を大きく下回る

結果であった。積極的にESD・SDGsに取り組む中部

大学の一員として、また、青年海外協力隊経験者とし

て、今後どのようにSDGsを教育の中に導入するかを

考えてみた。

2 持続可能な開発目標：SDGsとは

SDGsは、2000年の国連サミットで2015年を達成期

限として採択された 「ミレニアム開発目標」

（MillenniumDevelopmentGoals：MDGs：エムディー

ジーズ）に代わる目標として定められた。MDGsでは

極度の貧困と飢餓の撲滅、子どもと妊産婦の死亡率の

削減、教育とジェンダー問題の改善、感染症の撲滅な

ど、主に開発途上国が抱える課題が挙げられていた。

MDGsは一定の成果を達成したものの未達成の課題も

残り、また、課題解決に向けての取り組みに地域格差

などがあったことが指摘された。そのためSDGsでは、
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「noonewillbeleftbehind（誰一人取り残さない）」

を理念として、2030年までに貧困や飢餓の撲滅、健康

や教育の改善、気候変動との闘いなど、世界の幅広い

持続可能な開発課題に対する17の目標と169のターゲッ

トを設定した。SDGsは開発途上国と先進国が一丸と

なって取り組むユニバーサルな目標である。

3 SDGsと看護

SDGsの目標３は「すべての人に健康と福祉を」で

ある。すなわち、「すべての人々の健康的な生活と福

祉を促進する」ということである。看護職者は、個人・

家族、集団、地域の健康を向上させる責務がある。そ

のため、健康に特化した目標３において看護職者が重

要な役割を果たすことは明白である。看護の対象は疾

病や障害の有無にかかわらず、すべての人々である。

したがって、人々の生死に添い、成長・発達を促進し、

生活を守る看護職者は、17の目標全体に見られる貧困、

教育や環境など「健康の社会的決定要因」に介入が可

能で、ほとんどの目標達成に影響を及ぼすことができ

ると考える。

4 SDGsの教育

看護学概論の研究授業として実施した「国際看護」

の単元では、以下の８点について講義を行った。

・国際看護とは何か

・国際看護の対象は「すべての人々」であること

・世界における健康問題と看護師の役割

・国際協力の実施機関

・MDGs

・SDGs

・開発途上国における青年海外協力隊の体験談

・日本国内に在住する多様な文化を持つ人々への看護

青年海外協力隊の体験談では、SDGs目標３に対す

る取り組みを説明した。例えば、医療職者が地域に出

向いて実施する予防接種や出張診察、小学校で行う手

洗いや歯磨き教室など一次予防を推進する活動につい

て写真を使用して紹介した。その結果、授業後に記述

させた「SDGs目標１～17に対して、あなたが取り組

めることは何ですか」では、目標３に対する記述が多

数を占めた。その内容は、「今は学生として、健康に

関する知識をつけるための勉強をがんばる」「まずは、

自分自身の健康を整える」などである。これらは、具

体的な内容ではないが、授業の中で紹介した青年海外

協力隊の体験談などが学生のエピソード記憶となり、

保健看護学科１年生がSDGsを知り、各自が取り組め

ることは何かを考える機会となったのではないだろう

か。

2019年の108回看護師国家試験では、はじめて

SDGsが出題された。これは、2030年のSDGs達成に

向けて看護職者に大きな役割が期待されていることを

示している。現在わが国が保健分野で世界のリーダー

シップをとって取り組んでいるのは、ユニバーサル・

ヘルス・カバレッジ（すべての人が適切な予防、治療、

リハビリ等の保健医療サービスを、支払い可能な費用

で受けられる状態）や高齢化対策などである。これら

の目標３に関連することを中心に、2030年のSDGs達

成に向けて看護専門職者として人々にどのような介入

ができるのか、本学の看護学生とともに具体的に実行

に移せるレベルで検討することを続けていきたい。

5 おわりに

中部大学ではSDGsに関する様々なイベントや講演

が実施されている。また、多くのリーフレットなども

手に入れることができる。SDGsが何かを知り、自分

に何ができるかを考えた学生は、今後「SDGs」の文

字が容易に目に飛び込んでくるであろう。中部大学で、

SDGs達成のために何ができるかを何度も考えること

によって、中部大学生がSDGsに具体的に取り組める

人材に成長していけるのではないかと考える。
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中部大学『中部大学教育研究』規程

第１条 中部大学（以下「本学」という）は、本学におけるFD活動の一環として、高等教育（大学教育）全般に関

する研究成果、及び本学での教育に関する分析研究、実践報告等を学内外に発表するため、『中部大学教育研究』

（英語名：『JournalofChubuUniversityEducation』、以下「ジャーナル」という）を発行する。

２ ジャーナルは、中部大学が発行する。

第２条 ジャーナルの編集・発行に関する業務を行うために、ジャーナル編集委員会（以下「委員会」という）を置

く。

２ 委員会の庶務は、大学企画室高等教育推進部および大学企画部高等教育推進課が行う。

第３条 ジャーナルは、原則として年１回、毎年12月に発行する。

第４条 ジャーナルは、Ａ４判左横とじ横書きとする。

第５条 ジャーナルに投稿できる研究成果等（以下、「論文等」という）の範囲は、次のとおりとする。

� 本学に属する教職員が執筆したもので、委員会が適当と認めた研究、報告等

� 本学大学院生が執筆したもので、本学教員が委員会に推薦し、委員会が適当と認めた研究、報告等

� 委員会が学内外の研究者に対し、特別寄稿として執筆を依頼した研究、報告等

� ヒトを対象とする研究については、「中部大学における人を対象とする研究に関する倫理指針」を遵守し倫

理的な問題に十分配慮して行ったもので、必要に応じて、中部大学倫理審査委員会の承諾を得たものであるこ

とを要件とし、このことを明確に論文中に記載しなければならない。

第６条 投稿する原稿は、未発表の論文等であることを原則とする。ただし、学会その他で既に発表または報告した

ものを投稿する場合は、必ずその旨を明らかにする。

第７条 委員会は、投稿された論文等の提出を受付け、ジャーナルへの掲載について採否等を決定する。

第８条 ジャーナルに投稿の論文等は、別に定める『中部大学教育研究』編集・投稿要項に準拠して作成されなけれ

ばならない。

第９条 ジャーナルに掲載された論文等の著作権は、本学に帰属する。ただし、著作者が当該論文等を利用する場合

には、本学の許諾を必要としない。なお、著作物は『中部大学教育研究』、本学ホームページおよび、中部大学

学術情報リポジトリにおいて公開する。

第10条 この規程の改廃は、委員会の議を経て学長が定めるものとし、その他ジャーナルに関し必要な事項は、委員

会が別に定めるものとする。

附 則

１ この規程は、2019年４月１日から施行する。

２ 中部大学大学教育研究センタージャーナル規程（2001年４月１日制定）は、廃止する。

『中部大学教育研究』編集・投稿要項

Ⅰ．編集要項

１．『中部大学教育研究』（以下「ジャーナル」という）は、以下の区分の論文等を掲載する。投稿された原稿によ

りジャーナル編集委員会（以下、委員会という）がその構成を決定する。

「研究論文」

・大学教育に関して、方法や結果に独創性や新規性が認められる実証的、実践的、理論的な研究を指し、大学

教育の研究の発展に資するもの。

・大学教育について、国内外の諸研究を広く検討し独自の観点から総合的に概観・展望したもの。

「実践研究・実践報告」

・授業研究や教育に関する実践記録・事例研究、教材開発などに関するもの。

「教育資料」

・大学教育に関する有益な資料の提示。

「教育スケッチ」

・大学教育に関して、専門外の人にも理解できるように執筆したエッセイや書籍紹介など。小区分として、

「提言」「海外便り」「書評」「エッセイ」など。

２．投稿数の多い場合は、委員会が調整し、次号送りとすることがある。

３．委員会が採否を決定するにあたり、投稿された原稿について校正を行う。校正方法等については、別に定める。
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４．委員会は、表題の配置、数式の配列、活字のポイントなど、体裁について可能な限りジャーナル全体の統一を

図る。

５．欄外表題（ランニングタイトル）は、各稿の２頁以降の偶数頁にジャーナル名・号数、奇数頁に表題を掲載す

る。

６．著者が抜刷を必要とする場合、その経費は著者が負担する。ただし、委員会が学外者に投稿を依頼した場合は、

この限りではない。

Ⅱ．投稿要項

１．投稿方法

� 投稿を予定している場合は、原稿募集時に定められた期日までに、投稿計画書を提出する。

� 投稿できる原稿は、編集要項に定められた区分の原稿とする。

� 原稿は、原則として新仮名づかいを用いて、MicrosoftWordによる横書きとする。原稿の提出は、印刷物

と電子データとの両方とし、論文中の図表については、元となるExcelデータ等も合わせて提出する。

２．原稿の言語と記載事項

� 原稿の言語は、日本語または英語とする。

� 「研究論文」「実践研究・実践報告」の冒頭は、本文と同一言語の表題、著者名、要旨（400字程度、本文が

英語の場合：250ワード程度）、およびキーワード（５項目以内）を、当該頁の脚注には所属・職名（原則とし

て本務のみ）を記載する。ただし、「教育資料」「教育スケッチ」における要旨とキーワードの記載の有無は、

著者に委ねる。

� 原稿の末尾には、本文が日本語の場合は英語で、本文が英語の場合は日本語で、２．�で指定された表題、

著者名、所属・職名、要旨、およびキーワードを書く。

� 英語による氏名の表記は、通常のローマ字（訓令式）、ヘボン式および非ヘボン式などのいずれも可とする。

記載例）中部浩司：CHUBU Kozi、CHUBU Koji、CHUBU Kohjiなど。

� 英語（本文が英語の場合：日本語）の表題、要旨およびキーワードは、事前にネイティブチェックを受けて

おくこと。なお、これらの項目は、編集要項に規定する校正の範囲外とする。

� 共著の場合は、筆頭著者・第二著者の順に記載し「・」でつなぐ。

３．規定書式

� ページ：Ａ４縦、横書とする。表題、副題、著者名、要旨、キーワードは全角48文字／行×１段組みとし、

本文は、全角24文字／行×２段組、48行／頁とする。

� 各項目のフォント

１）表題：13ポイント（MSゴシック）太字、中央揃え（下１行空け、副題のある場合は副題の下１行空け）

２）副題：12ポイント（MSゴシック）太字、中央揃え

３）著者名：11ポイント（MS明朝）（下1行空け）

４）節・項（項目名）：10.5ポイント（MSゴシック）太字（節・項が変わる場合は１行空け）

５）要旨、キーワード、本文：９ポイント（MS明朝）

� 余白：上25.0㎜、下20.0㎜、左20.0㎜、右20.0㎜、２段組の段間10.0㎜とする。

� 句読点：「、」「。」とする。

� 英数字：原則として半角とする。

� 本文が英語の場合および原稿末尾の英語表記の各項目の書式は、すべて１段組とし詳細は別に定める。

４．原稿の分量（目安）

� 研究論文・実践研究・実践報告：原則として12頁以内。

� 教育資料・教育スケッチ：原則として６頁以内。

５．原稿の表題

� 表題は簡潔なものにすべきであるが、長文になる場合は、欄外表題が１行以内となる省略表題を別に指定する。

� 表題に副題がつく場合は、両端に－（ダッシュ）を付す。

６．本 文

� 目的、方法、結果、論証などを明晰さを失わない範囲で、できるだけ簡潔に書く。特に著者のオリジナルな

寄与がどの点にあるかを明らかにする。

� 注は、謝辞、内容の補足説明のみに充て、人名、地名等は原則として原語を用いる。

� 文中の文字指定は、原則としてすべて朱書きとする。ギリシャ文字は、明瞭に書き、特にローマ字とまぎれ

やすいものは、ギ（朱書き）と指定する。

� 量を表わす記号は原則としてイタリックとし、単位および元素記号はすべて立体（romanletters）とする。

数式はイタリックで組まれるから、立体とすべき文字や記号、例えばsin、gradなどには（朱書き）をつけて

指定する。
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� 数式を行中に挿入するときは、極力a/b、exp(iwp)のような記法を用いる。上つき（下つき）の添字にさ

らに上つき（下つき）の添字をつけることはなるべく避ける。

� 項、小項などの番号のつけ方は、原則として各専門分野の学会誌などで慣用されている形式に従う。

７．図表、写真等

� 図表、写真等は、最小限度に留め、本文との重複や図表相互の無意味な重複は、極力さける。図表の原稿は、

本文とは別に縮尺度を考慮して作成し、本文のテンプレートとは別に提出する。図注は活字で組まれるので、

別紙に一括することがある。写真の場合は鮮明なものまたは電子データを別に提出する。

� 図表の番号は、図１、表１（Fig.１，Table１）のように記し、挿入指定箇所は原稿内で指示する。また、

図の下、表の上に、タイトル・連番号をゴシック体で記載する。文中で図表の番号を引用する場合にはゴシッ

ク体とする。

� カラーの図表等は、必要最小限に留める。

８．注、引用文献

� 注は、原則として原稿の末尾に一括する。表記は、１）、２）･･･、�、�･･･などで示す。

� 引用文献は、�と同様とする。引用文献（references）の書き方は、著者名、書名（または誌名）、巻、ペー

ジ、発行年（単行本の場合は発行所、必要があれば発行地も含める）など、各専門分野の学会誌で慣用されて

いる形式に従う。雑誌名の省略形についても学会誌などで慣用のものを使う。なお、Webを利用して文献等

を引用した場合は、その取得した期日も明記する。

９．投稿原稿の取扱いおよび校正

� 投稿者は、完全原稿を提出する。校正は、印刷上の誤り以外の字句の修正、あるいは原稿にない字句の挿入

は原則として認めない。

� 委員会による校正は、原則として著者による初校が完了した原稿に対して行う。著者は、委員会による校正

意見に対して、著者の責任において対応（二校）し、その対応結果を委員会に返答する。

� 著者による校正は、原則として二校までとし、三校（最終校）は、委員会が行う。

� 本要項の改正は、委員会において検討し大学企画室長が定める。

（様式１）投稿計画書

（表面） （裏面）

2019年３月20日

大学教育研究センター運営委員会承認

2019年４月１日施行
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